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京都大学ヒマラヤ医学学術研究計画� (KUMREH)
一第� 3次隊(シシャパンマ医学学術登山隊)報告一

松沢哲郎
京都大学霊長類研究所

松林公蔵
高知医科大学

中国チベット自治区のシシャパンマ峰� (80 27m)において、低酸素環境に対する人体の生理的

適応の機構解明の研究をおとなった。医学研究を前面に据えた新しい形の登山の試みであり、登山

という行為を通してのみ可能となる新しい形の医学学術研究の試みである。幸いにも� 22人の大量

登頂に成功するとともに、� 8000m峰を野外の低圧実験室にみたてて、� 15人の医師を中心にし

た医学研究を展開することができた。� rヒマラヤにおけるフィールドワークとしての医学研究jの

試みについて報告する。� 

1 成果の概要

この隊は、京都大学ヒマラヤ医学学術研究計画

(英名:KycmU凶咽町民刷凶� R盟副1&戸泌mω

回malaya、略称、� :KU乱依EH) と称する一連の研究

登山計画の第3次隊である。� 

1 989年に第� l次隊と第� 2次隊の� 2隊を予備

調査のために送り出した。第� l次隊は、文部省科

学研究費による初めての登山隊として、中国西部

のムスターグアタ峰� (75 4 6 rn)に登頂すると

ともに医学学術研究をおこなった(松沢、� 199 

0)。第2次隊は、ネパールのクーンプ地域にお

いて高所住民の医学学術調査をおこなった(松林、� 

1 9 90)。こうした成果を踏まえて、第3次隊

では、ヒマラヤにおける医学学術登山という新し

い試みの集大成をめざした。

目標とした山は、中国チベット自治区にあるシ

シャパンマ峰� (8027rn)である。第3次隊は、

山の名をとって、通称、シシヤパンマ隊と称した

(正式名称、:京都大学シシャパンマ医学学術登山

隊、英名:KycmUni咽町 恥 制 問lR民間dlE可制i町� 1 

10刃説明ml明その略称、として阻JMRD側)。

この隊は、文部省・厚生省・外務省の後援のもと

に、京都大学学士山岳会� (AACK)の主催する

隊として成立した。第� 1次隊・第2次隊と同様に、

文部省科学研究費の補助を得て実施された海外学

術調査である。今回の遠征の主な成果は下記のよ

うにまとめられる。

①合計22名が8000rn峰の登頂に成功した。

総隊長や報道隊員を含めて現地に参加した日本人

隊員� 32人のうち� 15人が登頂した。そのほかに

中国人3人、ネパール人4人である。� 4名のネパ

ール人シェルパのうちの� 3名は2度登頂したので、

登頂者の延べ人数は� 25名になる。なお、日本人

登頂者� 15名のうち、� 6名が医師だった。

②日本人(白沢あずみ)と中国人(トンロ)の

女性隊員が、第� l次登頂者として、同時に登頂に

成功した。 トンロの場合、中国人女性としては� 2

人目、漢族の女性としては最初の8000rn峰の

登頂者である。� 
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写真 1 シシャパンマ全容(ベースキャンプから)

告瀬年の副総隊長 2名(斎藤惇生 60歳と中島

道郎 59歳)が登頂に成功した。きわめて異例な

ことであり、高齢者の 8000m峰登頂記録とし

ては、西独の 62歳の男性がマナスル (81 63 
m)に登頂した記録に次ぐものである。

④ニホンザル 2頭(ムギとキュータ)が、 56 

40mの高度まで到達し、ヒ トと同じ条件のもと

で比車姓理学的な知見をもたらした。超高所・極

低酸素における適応の生理的機構を実験動物学的

視点から検討するパイオニア・ワークとなった。

ヒト以外のサルとしての最高到達高度記録である。

⑤日本人隊員のうち 15人が医師であり、検査

技師などパラ・メデイカルな職にある研究者 4人、

医療人類学といった分野からのサポートをする社

会学的な研究者 4人、さらに中国人特別隊員の

リ・スーピン医師を含めると、総勢 24人の研究

者からなる低酸素症の機構解明のための総合医学

学術調査が展開された。血液の分析による免疫系

の変化、心臓超音波断層装置をつかった心臓・循

環器系、脳・神経系、呼吸生理、一般生理、眼底

像、消化器系などの研究がおこなわれた。眼底像

の激変、胃粘膜病変の多発など、興味深い知見が

得られた。多面的な検討の成果については、別稿

で詳述する。

⑤最終キャンプ 7700mで、パルスオキシメ

ーターによるヘモグロピンの酸素飽和度の測定を

はじめ、呼吸や心拍などの生理学的データを終夜

連続記録した。こう した超高所での終夜記録はき

わめて稀である。

⑦定期的に収集した大量の血液サンプルを液体

窒素に凍結保存して日本に持ち帰り、その分析を

おこなった。血液学的な研究としては、過去に類

のない大規模なものである。

③ヒマラヤの北倶 u(チベット)と南側 (ネパー

ル)で、高所住民の疫学調査 ・社会学的調査を実

施した。チベッ ト系高所住民の医療人類学的観点

からの広域・長期研究の A環として、ヒマラヤの

南北で初めて調査した。北のティンリーで 115

名、南のナムチェで 49名の貴重な血液標本を得

たのをはじめ、心電図、呼吸検査、神経行動学的 
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機古色検査等をおこない、施療奉仕をした。� 

2 隊の目的と行動計画

標高8000mの極限的高所で、人体にいった

いどのような変化が生じるのだろうか。� i第3の

極地」ヒマラヤには、極寒と強風という厳しい気

象条件に加えて、低酸素という、人体にとって最

も過酷な条件が課されている。

一方、現代医学が直面する重要な課題のなかで、

血管性老人痴呆、脳卒中、虚血性心疾患、慢性肺

疾患などは、いずれもその臓器の低酸素症が病態

の基盤になっている。

大気圧は、標高� 5000mで、平地の約半分に

なる。標高8000mになると� 1/3近くにまで

減る。ヒトをはじめ動物が生きていくのに必須な

酸素が極端に少なくなっていくとき、生体にはど

のような変化が生じるのか。その変化を担ってい

るメカニズムはどのようなものか。

平地の低圧実験室では、狭い空間の中で短期間

に限定された急性実験しかできない。それに対し

てヒマラヤは、いわば低圧に保たれた巨大な実験

室であり、広い居住空間のなかの自然な営みを保

障しながら、低圧・低酸素が人体に及ぼす影響を

調べることができる。ヒマラヤをフィールドとし

て、低酸素を基本病態とする疾病の医学的シミュ

レーションを考えた。

京都大学ヒマラヤ医学学術登山隊の目的は、ヒ

マラヤ超高所におけるヒトおよびサルの低酸素適

応の諸相を、高所生理学・血液学・心理学・環境

科学・社会学・人類学・霊長類学などの、医学を

中心とする学際的な研究によって、総合的に明ら

かにしようとするものである。

研究者自身が8000mに登頂し、その過程で

自らカ苛撒者となって医判脱をおこなった登山

隊は、これまで世界的にみても類例が無い。しい

てあげるとすると、われわれが念頭に置いていた

のは、� 1981年に実施されたアメリカ・エベレ

スト医学登山隊(略称:品侭E 、Westand La出L 

1兜4)である。

上述の登山隊は、アメリカ山岳会、アメリカ生

理学会、探検家協会の資金援助を得て成立した隊

である。ジョン・エパンスを登山隊長とする� 6人

の登山家と、� 6人の医者兼登山家からなる、� 12 

人の登山隊だった。これとは別に下部キャンプで

研究にのみ従事する� 8人の生理学者と、登山活動

を支援する� 42人のシェルパが参加した。結果的

には、� 3人の隊員と� 2人のシェルパが登頂に成功

し、世界最高峰を舞台に医学研究をおこなうとい

う壮挙を成し遂げた。われわれよりも� 10年早く

こうした試みが着手された点については高く制面

すべきだろう。しかし、アメリカ隊の場合、ヒマ

ラヤ南面からの困難なアプローチのため高所にも

ちあげる研究機材は制限され、テーマも呼吸生理

を主とした研究に限定されている。総合的な医学

学椅調査とはいいがたい。

われわれは、アメリカ隊の意図したところを受け

継ぎながらも、高所生理学に限らず、ヒマラヤを

フィールドとする総合的な医学学術研究の構想を

立てた。すなわち研究の核として、ヒマラヤを巨

大な低圧実験室と見立てた医学研究を考えたが、

それだけにはとどまらない。当初から、登山対象

となる山岳だけでなく、チベット高原のような標

高� 4000-5000mに達する高地に累代にわ

たって生活する高所住民も視野にいれた、比較人

類学的見地にたった医学研究を企画した。

①高さを求めた登山と、@広く歩きまわる広域

調査。この� 2つの行為の中から、ヒマラヤをフィ

ールドとする医学学術研究を紡ぎだしていこうと

考えた。

さらにヒトを対象とするだけでなく、ヒト以外

の霊長類(北限に生息し寒冷に耐久性のあるニホ

ンザル)をヒトと同様に被験者とすることによっ

て、低酸素適応の種間比較をおこない、低酸素適

応の機構解明への新しいアプローチを考えた。こ

うした学際的・多面的な研究こそが、現代医学の

直面する課題としての低酸素症の機構解明にとっ

て、不可欠の視点でもあるだろう。� 

1 98 7年� 10月、京都大学医学部の一室に有

志が集まって、ヒマラヤを医学学術研究のフィー� 

lレドとする試みが着手された。われわれの構想し

た新しい山登り、医学学術研究のための登山、の

対象としては、最低限以下の3点を満たしている� 
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京都大学ヒマラヤ医学学術研究計画� ij:第3次隊 シシャパンマ医学学術盆山隊報告 (松沢，松林)

必要がある。� 

①8000m以上の高山であること。低酸素環

境としては平地の気圧の� 1/3近い極限的状況が

必要である。ただしわれわれの力量で、安全確実

に登頂できなければならない。

弓涯学学術研究に必要な大量の研究機材を搬入

できる自動車によるアプローチが可能な山である

こと。超音波心臓断層装置や、液体窒素の容器の

ように、とても人力では運びきれない機材を持ち

込んでこそ、新しいレベルの研究が可能になるか

らである。� 

③� 1 990年前後の、登山に最適の時期(プ

レ・モンスーン期)に、登山許可の取得できる山

であること。 当然のことながら、 許可の取得がで

きない、あるいは取得までに何年も待つ必要のあ

る山では不適格だ。

世界中に、� 8000m峰は、その衛星峰を除け

ば� 14座しかない。その� 14座についてまずアプ

ローチを考えてみた。ヒマラヤの南面、ネパー

ル・インド・パキスタン側からのアプローチは、

長く自動車道もなく 困難である。 北面の中国・チ

ベット高原からのアプローチならば5000mの� 

BC地点まで研究機材を自動車で搬入できる。た

だし同じ北面のチベット側といっても、� K2 (中

国名� :チョゴリ)をはじめとするカ ラコルムの� 8 

OOOm峰の場合、北面からのアプローチは未知

な部分が多く、しかもよい自動車道の無いところ

を中国の最両端まで長駆ゆかねばならない。

そうすると、対象となる山は、ネパール・ヒマ

ラヤで北面からのアプローチができる� 3峰に限ら

れる。エベレスト(中国名:チョモランマ)、チ

ヨ・オユ一、シシャパンマである。そのなかで、

世界最高峰のエベレスト� (8848 m)は、許可

の取得のために何年も待たねばならない。混んで

いるのだ。残るは、チョ・オユー� (82 0 1 m) 

とシシャパンマ� (8027 m)の2峰しかない。

いずれも、チベットの省都ラサとネパー� Jレの首都

カトマンズをむすぶ中ネ友好道路という自動車道

の比較的近くにそび、えている。� CMAとの交渉の

結果、� 1990年のプレ ・モンスーン期に、われ

われの隊に優先的に登山活動の許可がも らえたの

カ宮、シシヤノTンマだ、った。

， 
.::;:; -
-署員1

写真� 2 名古屋大学環境医学研究所・低圧実験室で� 
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最終的な対象が決まったところで、� 198 9年

を初年度とする年次計画の中で、ステップ・パ

イ・ステップに目標を達成していこうと考えて次

のような計画を立てた。まず第� l次隊で医学学術

登山をシミュレートした。中国のムスターグアタ

という� 7500m峰(計画段階ではシシャパンマ

の偵察を兼ねた試登をするつもりだったがチベッ

ト情勢の悪化により転進した)を舞台にした予行

演習である。ついで第2次隊で、ヒマラヤ系高地

住民の疫学調査をてがけた。ネパールのクンブ地

方の住民を対象とした予行演習である。

この� 2回の成果を土台にして、医学学術登山に

ついても疫学調査についても、隊の中核となるメ

ンバーが医学の野外調査と研究登山についてある

程度の経験を積むことができた。こうしたステッ

プを踏んで、第3次隊では、� 8000m峰を舞台

とした本格的な医学学術登山とそれに後続する疫

学調査を企画したのである。

以上のようなパースベクテイブをもって京都大

学ヒマラヤ医学学術研究計画・第3次隊(通称、シ

シャパンマ隊)が計画実行された。行動計画につ

いて述べる。計画として、隊の行動を下記の� 2部

に分けた。� 

①� 1 990年のプレモンスーン期にシシャパン

マ峰� 8027mに登頂するとともに、高所におけ

る医学研究を実施する。

②登山活動終了後、疫学調査のための支隊を構

成し、ヒマラヤの南北でチベット系高所住民の疫

学調置をおこなう。

上記の計画を推進してきたメンバーで協議した

結果、京都大学山岳部� (KUAC)の出身の研究

者を母体とする医学学術登山隊を形成し、登山活

動を支援するものとしてネパール人シェルパの雇

用を考えた。かれらが、単に登山の技量に優れて

いるからだけでなく、英語によるコミュニケーシ

ヨンが可能であり、前年の疫学調査でも医学調査

の助手として多大の協力をえられたからである。� 

1 98 7年末より中国登山協会� (CMA)と交

渉を始め、最終的には、以下のような形の隊とす

ることに合意した。すなわち京都大学の単独の隊

とする。ただし、中国人の特別隊員� 2名を加える。

高所協力員としてチベット登山協会に所属する� 2

名を加える。そのかわり、ネパール人の高所ボー

ターとして、� 6名の入国を認めてもらった。登山

終了後のヒマラヤ北面での疫学調査については中

国登山協会を介しておこない、ヒマラヤ南面での

疫学調査については別個にネパールの関係機関と

協議することとした。

こうして、� 1990年ブレモンスーン期に医学

学術登山隊がシシャパンマ峰に登頂し、そのあと

引き続いて疫学調査をおこなうという計画ができ

た。� 

3シシャパンマ登山のルートとタクティクス

シシャパンマ、標高� 8027m。北緯� 28度2 

1分、東経85度� 47分に位置し、チベット領内

にある。世界に� 14座しかない� 8000m峰のひ

とつで、� 13番目に高い山である。未踏降ではな

し、。

まず、シシャパンマの登山史をかんたんに要約

してみよう。� 1964年に許競隊長の率いる中国

隊によって初登頂された。第2登は� 1980年プ

レ・モンスーン期のドイツ隊、第3登は同年ポス

ト・モンスーン期のオーストリア隊である。以後

は、� 19 8 1年プレ・モンスーン期の日本女性隊

(田部井淳子隊長)による第4登をはじめとして、

ほぼ毎年、複数の隊が登頂に成功している。

われわれは、医学学術登山という隊の性格から

いって、できるだけ多くの入聞が安全かっ確実に

高みに登ることが必要だと考えた。したがって、

ルートとしては現在ノーマル・ルートと呼ばれて

いる、初登の中国隊が使ったルートである北東稜

から頂上を目指すことにした。他にバリエーショ

ン・ルートとして、� 1982年にイギリス隊がア

ルパイン・スタイルで高度差3000mの南壁を

よじ登っているが、われわれの力量ではむずかし

いし、隊の目的にも沿わない。

北東稜からの登頂を目指して、入山ルートやB 

Cからの輸送やキャンプ設営地点などの検討に入

った。登山資料は、初登の中国隊をはじめたくさ

んある。日本人の隊としても、われわれは第� 5隊

目になる。そこでこれまでに公刊されたすべての� 
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資料にあたるとともに、講師を招いて一連のレク

チャーをおこなった。まず、最近の 2隊から、登

頂者を招いてお話を聞いた。日本山岳会の山本篤

さんは、 1988年秋に、故山田昇さんらととも

に登頂した。撮影したピデオも見せていただけた。

隊員一問、登頂への自信を深めたようだ。愛知学

院大学隊の鈴木清彦さんは、 1989年春の登頂

だが、われわれより早い時期の登山活動 (3月 1 

1日BC着、 4月 16日3名登頂)で、寒さと積

雪に苦しめられた。 AACK会員でもある薬師義

美さんからは、チベットの歴史と文化の講義を受

けた。中国語については、斎藤惇生副総隊長と西

川真子さんにレクチャーしていただいた。

中国登山協会では、主要な山岳については、

部の地図を頒布している。シシャパンマについて

は、希夏邦馬峰地区図 (RegionalMap of Mount 

氾 xabangma) という題の 5万分の lの地形図(中

華人民共和国国防部測絵局 198 7年 5月作製)

が手にはいる。この地図を元に、これまでの資料

を突き合わせて、一応の登山タクティクスを立て

た。

当初の計画では、 BCを5000m付近の、 ト

ラックで荷物を搬入できる最終地点とし、 ABC

を 5850mの、ヤクで荷物を搬入できる最終地

点とした。実際には、ヤクは 5800m地点まで

しか行かず、 ABCは 5640mの地点に設営す

ることになった。登山のタクティクスとしては、

いわゆる極地法を展開し、 C1から頂上までの全 

Jレートに固定ロープを張ることにした。

酸素については、高度障害に対する治療法とし

て、また 8000m峰での安全な登山の実施のた

めに、必要不可欠である。ただし、その使用は各

個人の登山のスタイ jレにあわせて自由にした。吸

うも吸わぬも本人の勝手だが、 700 0 mJ;J_ヒの

キャンプの睡眠中にのみ使用するという計画を立

てた。睡眠中、 1人毎分 O. 5リットルの吸入を

計算した。

固定ロープといい、酸素の準備といい、シェル

パの協力といい、アルパイン・スタイルが主流を

占める現在の登山のやりかたからみると、きわめ

て古典的な登山方法である。

こうした登山のタクティクスは、医学研究を念

頭に置いた登山という目的から必然的にでてきた

ものである。なぜ、なら、 G涯判庁究のためには、

急いでただ速く頂上を往復したのではなんの意味

もない。ゆっくりと登り、高所に長期間滞在する

ことが、研究には不可欠である。②できるだけた

くさんの人が被験者として高所に登る必要ーがある。 

8000m峰の頂上に、安全にかっ大量の人を立

たせることが、医学研究のレベルを左右する。

登頂行動にあたっては、万全のサポート体制を

敷くことにした。そのために、具体的な方針を二

つ立てた。①できるだけ高い位置に最終キャンプ

を作る。②]貞 kを往復するときにサポートするメ

ンバーが最終キャンプに入る。

実際にシシャパンマの頂上を往復するにあたっ

て、 C4 (74 30m)の高さがあれば最終キャ

ンプとしては十分である。ただし、頂ーヒまでの最

初の登頂行動とルート工作を安全確実にするため

には、もうひとつとに C5 (7700 m)が必要

だと考えた。第 l登頂隊は、 C5をつくり、 C5 

から頂上を狙う。同時に、 C4からはサポート隊

がC5、さらには頂上に向かう。

「頂上に登る意志があり、自分の力で北東稜上

のC4から頂上に達する力量のあるものは、全員

登頂できるようにする。 jそれを基本的な方針と

して、出発前から隊員に約束した。具体的な対策

としては、頂上までのロープの同定と、いざとい

うときの酸素を含めて必要な物資を C4に荷仁げ

しておくこと、つねにサポート体制を万全にして

おくことだった。こうした対策は必ず行なうこと

を約束したとで、あとは、各人が、各人の力量に

応じて、 C4から頂上をめざす。

日本人隊員の力量だけでは、大量の荷上げとじ

ゅうぶんなサポートができないことが予想された

ので、ネパール人シェルパを雇用することにした。

サーダーのダワ ・ノルフゃをはじめとする実質 4

人のシェルパと、チベット登山協会に所属する 2

人のチベット人高所協力員、合計一 6人の高所ポー

ターが荷上げとサポートの主力となった。実際に

彼らは全員登頂し、それは彼らにとってもきわめ

て名誉ある満足な結果となった。また、彼らの協 
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写真� 3 C 1ヘ向かう

力がなければ、じゅうぶんな荷上げとサポート体

制ができず、今回のような大量登頂(l隊による� 

8000m峰の大量登頂としては、� 1989年プ

レのソ連隊のカンチェンジュンガ登頂の記録があ

る)は望めなかっただろう。� 

4 隊の構成

第3次京都大学ヒマラヤ医学学術登山隊は、総

隊長以下の日本人隊員� 33人で構成された。名誉

隊員� l人を除く� 32人が、シシャパンマをめざし

て現地に参加した。日本人隊員のほかに、中国人� 

4人とネパール人6人が参加した。日本人隊員� 3 

3名の構成は表lのとおりである。その他の隊の

構成を以下に記録する。

<中国人メンバー>

リ・スーピン:特別隊員、中国登山協会医師

トンロ(均:特別隊員、中国登山協会

チミン(26):高所協力員、チベット登山協会

プルプ:高所協力員、チベット登山協会
<ネパール人メンバー>

ダワ・ノルプ(31):サーダー

アン・プルパ(42):シェルパ 

ミンマ・ノルプ包:):シェルパ

アルジュン・タマン(均:シェルパ

ノTサン・ヌリ:コック

ナワン・チュルデイン:キッチンボーイ
<中国側随髄官>

王鳳綱:中国登山協会副主席

張江援:中国登山協会行政部部長

李瑞華倒):中国登山協会行政部副部長

シェJレパについては、昨年の第2次京都大学ヒ

マラヤ医学学術調査隊(ネノ，-)レ・クーンフ昧)

のサーダーを努めたラクパ・テンジンを第� l候補

とし、ナワン・ヨンデンを第2候補として、サー

ダ一(シェルパ頭)の人選からはじめた。ラク

パ・テンジンは、テンジン・ノルゲイ亡きあと、

シェルパを代表する人物であり、ナワン・ヨンデ

ンは今一新自の乗り切ったシェルパだからである。

両名とも、エベレスト(チョモランマ)の登頂を

はじめ、多数の遠征を経験しており、また過去の

遠征隊で松沢が一緒に行をともにして、その人

格・見識・力量をよく知っていたからである。

ネパールの事情に詳しいアトラストレツクの磯� 
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京都大学ヒマラヤ医学学術研究計画.第 3次隊・シシャパンマ医学学術登山隊報告(松沢，松林)

表 1 隊員構成

総隊長 戸部隆吉 (60段) 遠藤克昭 (50車) 隊員 富永浩三 (31鏡)隊 員 


京都大学E学部ー鞍捜 ・医 f" 京都大学医学部 ー助手・医博 輔理轍式会社・人事部 
  

.2手1989{外科学} (神経金理学、高所生理学)
第一次京都大学ヒマラヤ医学学術
霊山障 ムスターグーアタ時(7 5d6年

年

年

4

6

9

8

8

8

9

9

9

パ
曾
�
 m
k

ム

術
ル

学
コ

学

ラ

医

資

カ

ヤ

四

本

一
7

学

日

マ
ヒ

ヤ
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ク

商

学

ラ

一

究

大

マ

ピ

研

陣

都

ヒ

ス

学

山

烹

ル

ク
医
量
次
障
一

イ
所
2
二
山
パ

第
量
ネ

特別顧問堀了平 (哨)

京都大学医学部 ・世捜 ・車↑専

京都大学医学部付属楕院事剤部長

m)歪I買

陣内陽介 (30歳)隊員

高知医科大学医学部・ 医員京都大学会学士山岳会会長

(薬学 )
隊 員 松林清明  (43歳)

(老年病学)

円回年 京都大学山岳部ブータンヒマラヤ
古学術畳山障障長 京都大学室長期研究所・助粧裡 騰博 隊員 杉江知治 (30歳 )

(軍魚類学 ・実験動物学)

特別顧問林一彦
林病院ー院長  e 医博

(時)

隊員 米本昌平 (哨)

大眠府満生会野江病院・ 医師

{外科学)

(外科学)
三壷化成生命科学研究所 ・室長  隊員 中山茂樹 (28歳)

ン
障
ト ヵロ

蓋
ル

箇
サ

ル
会

ス
岳

ナ
山

マ
士

会
学

岳
学
隊

山
大
征

本
部
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回
東
リ

年

年
2
2

5
6

9
9

1969.2芋 京都大学プータノヒマラヤ学術掴 韓理樟式会社・人事部  
査陣 (AACK事輯局)  

歳

一
医

道
一洋

間
一
官

一
医
多

一#
牢

員
一
酌
附

隊
一
家
げ

開 !JL中島道郎 (59歳)

大阪府涜生会畏尾病院・副院長 医 博

(呼唖舘輯学、高所医掌)  

19831事 豪邸大掌山岳部フータンヒマラヤ
踏査陣  

.2事1985

円四年 第一次京都大学ヒマラヤ医学学術

京都大学山昏部ブ タノヒマラヤ
全学術登山隊
マサコン峰  (7200m)朝寝市

:2芋1989

復隊 畳山隊 ムスターグ アタ崎(7546m)霊!買 
カベ') .ビク  (10QOm)初登頂  ネパールヒマラヤ医掌掴資 19四年 日中合同梅里宮山崎孝術霊山障  

第=次京都大学ヒマラヤ医学学術19551l手 京都大型修学士山香岳会チ ョゴリザ遺 霊山隊

.2芋1970

?鍔ZL)斎藤惇生

日本山岳会ヱベレスト遭征障 19叩年 梅竪雪山崎第三次偵察陣

隊 員 上田博和 (峨)
隊員 高井正成 (28歳)(田歳}

大日本土木醐

新河端病院・院長ー匪" 望支部大学賞畏額研究所ー大学院生

(舛科学、高所医学)  
隊 員 瀬戸嗣郎 (39歳)

{ 軍 長 煩 学 古 生 物 学 )

プ

ザ

「

刷

鼎

鼎

四

岳

岳

円
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山

隊
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買

〆
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 月原敏博 (27歳)

19日年 京都大学学会山岳会サル トロカ/  
JJ~征隊 島植医科大学医学部穆師医博
サルトロカンリ  (7742m)争刀歪1頁 (小児科学免疫学、高所医学)

1913.2事 象郡大空宇学士山盛会ヤルJ カン;m
世障  1989.2事 簿一次京都大学ヒマラヤ医学学術

19791李 白窓山岳会チ ョモラ J マ偵曹樟  畳山陣副障長
1980.2宇 日本山4岳会チョモラ μ マ泡柾陣

宇.21988

円85'宇 日中友好柏木那尼崎合同霊山陣副
隊員 古川彰  (38歳)

隊員

隊隻  
中日ネ  3園合同チョモランマ友師 京都大学文学部・大学院生
費山障北欄揖括障長 中京大学社会学部・講師 (人文地理学)

(比軒社会学、民惜学)
円83'苧 京都大学山昏部ブ タンヒマラヤ

開隊長松 沢 哲 郎  (39歳)

京都大学霊長類研究所・助粧裡・理博

間学学医ヤ一フ

蓋

マ

園
ヒ

ヤ

掌

ラ
大

マ
都

ヒ
京

ル

次
障
一

一
一
山
パ

第
愛
ネ

年989 踏査障
円.."， 京都大学山昏部ブータンヒマラヤ

繍軍隊  

(軍長輔さ彦、高所心理学)

円73.2事 京都大学虫学士山昏会ヤルノカン，.
軍陣  

1913~ 京都大学山岳部カラコルム踏査隊  
1984. 日本山盛会カム〆チヱノジュンガ綬

走陣学術隊長
円相年 第一次京都大学ヒマラヤ医学学術

登山陣隊長
慕士山 (7546m)霊I頁

学術開松 林 公 蔵  (39歳)

~知医科大学医掌部助手・医1噂

f熱帯鍵牢、農村社全学)  

1972.2芋 京都大学山骨郡西北ネパール踏査

陣 
19781阜 大臣市大 大眠外大イン ド重大睡

学術開査陣  
1989奪 第二次烹都 大学ヒマラヤ医学学術

登山隊
ネパールヒマラヤ閤査

措隊員橋本龍太郎  (5議)

大直大臣・脅瞳院E組員・日本山4岳会会員

曜
“
貯

ガ

友
ン
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モ
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テ
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ン ヱ

同
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合

悔

会
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隊
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輯
ネ
障

窓
離
日
山

臼
途
中
霊

律
令0

8

8

8
9

9 牟

隊 員 出水明 (37歳)

大阪大学医学部麻酔科ー医員

(麻酔学、南町所医学) 

19田年 第一次京都大学ヒマラヤ医学掌禍
登山師

隊 員 平田和男 (37廉)

京都大学医学部・助手

(.じ腫血管外科、蔵所医牢} 

ハ
�
 

隊 員 永田龍  (32歳)

京都大学工主宇都合成化学特別研究員工憾

(生物有揖化学)  

19回年 京都大学山岳部アンデス畳山隊
テンポラソ  (6300m)萱T買 

19四年 第二次京都大学ヒマラヤ医学学術
登山陣
ネパールヒマラヤ医学調査

U
唱
。
ム

19851事 象国大学山僑節プータンヒマラヤ
学術登山隊
マサコ 〆崎 (7200m)間重量I貰 

r989~ 梅里宮山科学隊 西北E萌圃蛮 
  
r989~手 lII=次京都大学ヒマラヤ医学学術


登山障 ゑパールヒマラヤ闘資 


隊員 白沢あずみ (23歳)

京都大全世農学部ー大学院生

(貯紡学) 

19回奪 第 次京都大掌ヒマラヤ健全学会学術
量山陣 ムス ターグ・アタ崎(7546 

宣'"{神経内科学、老年輔さ学、高所医学)  
1988年 中日ネ  3国会問チョモラム〆マ友鰐 m)

1979.2手 間酉掌院大掌カラコルム;al正障 畳山隊 藤田耕史1982年 京都大学掌士山岳会チベ  y ト高原 隊員 (20歳)
虫学術霊堂山陣
"ンペンチン嶋 (128Im)相賛頂  隊員 久保茂 (36歳) 京都大学理学部 ・学生

1985左手

1985.2字

円"年

日中友鰐納木都尼崎合同萱山陣
駒木那尼崎(7694m)初登用  
京都大学山岳部プータンヒマラヤ
学術登山隊
マサコノ峰(7200m)初霊頂
第二次象郡大学ヒマラヤ医学学情
萱山隊隊長
ネパルヒマラヤ医学園資

量田病院 ・臨床横 査佐師

隊 員 足立みなみ (33歳)

京都 大学医学部附属病院 精神科・臨車

楠査技師

円回2苧 第 次京省事大学ヒマラヤ医学虫学術
霊山隊 ムスタ クアタ俺 (1 546 
m)豪閣

隊員 榊原雅晴 (35歳)

毎日新聞社

(輯遭) 

1989年 大阪南大田光線登山陣

歩術掌医

査
ヤ
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ラ

掌
マ

医

ヒ

ヤ

学

ラ

大

マ
都

ヒ

京

ル
次
障

一

二
山
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第
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年989総 書 長 河合明宣 (制緩)

京都大学農 学 部 ・鶴師  Ph.O 

隊員 坂井克行 (26歳)

寄 目抽道

(報通)

隊員 薮野古宏 (23車)

毎日抽選

(報道)

隊員 田沢英二 (41歳)

耳目抽i法
(報道}
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野剛太、佐々木慶正の両氏に窓口になってもらい

交渉したが、結局この両名は都合がつかなかった。

ヒマラヤン・ジ、ヤーニー配下のシェルパの中から

ダワノルブが推薦されてきた。個人的に知らなか

ったので多少の不安があったが、シェルパという

人々の一般的な資質の高さを信頼して、サーダー

をダワノルブとした。今回が� 13回目のヒマラヤ

で、うち� 8回が南北からのエベレスト。エベレス

トの登頂者でもある。英語もうまい。まだ若いが、

将来すばらしいサーダーになるとおもう。

アンフ。ルパは老練なシェルパ、豊富な遠征歴が

あり、日本隊と多く同行している。したがって日

本語もすこしできる。アルジュンは、� 1984年

の日本山岳会のカンチェンジユンガ縦走で顔見知

り。そのときはじめて� 8000mを越えた、ほん

とうにかけだしの若者だったが見事に成長してい

た。シェJレパ族でなくタマン族。これが8回目の

遠征になる。プモリの登頂歴があるが、シシャパ

ンマが初の� 8000m峰登頂となった。ミンマ ・

ノルブは、ナワン・ヨンデン、パサン・ツェリン

という有名なシェJレパ兄弟の末弟で、顔かたちも

兄に似ている。今回が6度目の遠征で、初めて� 8 

OOOm峰に登頂した。ダワノルブをはじめ� 4人

のシェルパはじつによく働いてくれた。隊員一同

彼らに好感とともに深い感謝の念を抱いている。� 

2人のチベット人の高所協力員、チミンとプル

ブは、シェルパと同じくらいあるいはそれ以上に

強かった。しかし登山技術はまだ、シェルパに劣る。

チベットの高所協力員は、中国登山協会の方針に

より、原則として登頂させないことになっている。

今回、彼らには登頂の機会を与えることを最初か

ら宣言した。シェルパと同等に扱うし、したがっ

て、同等な行動を期待すると言っておいた。チベ

ット高所協力員の「シェjレパ化」が基本方針だっ

た。� 2人は、よく期待に応え、シェルパ並みの奉

仕の精神を学び、最終的には初めて� 8000m峰

の登頂者となった。

コックとキッチンボーイ(コックの助手)とし

て雇用した� 2人のシェルパ、パサンとナワンも、

たいへんすばらしかった。� BCは中国人コック、� 

ABCは彼らが料理したのだが、� ABCでの食事

は全期間を通して、隊員の最も楽しみにしていた

ものだった。

なお実際に隊を運営するにあたって、入山を� 3

隊に分け、下山も� 5隊に分けることになった。

入山の第� 1隊は、先発隊(平田和男隊長以下、

日本人隊員� 5人)であり、本隊を迎え入れるため

にネパール人シェルパを同道してネパールから国

境を越えて入国した。先行して、ベースキャンプ� 

(B C)並びに前進ベースキャンブ� (ABC)の

設営を目的とした隊である。第� 2隊は本隊(中島

道郎副総隊長以下、日本人隊員� 21人)である。

第3隊は総隊長隊(戸部隆吉総隊長以下、日本人

隊員� 6人)である。なお上海から入国したニホン

ザル� 2頭と研究担当者である松林清明隊員からな

るサル隊は、チベットのラサで総隊長隊と合流し

て一緒に入山した。

下山の第� l隊は総隊長隊、第� 2隊はサル隊であ

る。かれらは、登山活動の終了以前に帰国の途に

ついた。登山の終了後、第� 3隊は、ネパール経由

の帰国隊。第4隊は、北京経由の帰国隊。第� 5隊

は、疫学調査隊(松林公蔵学術隊長以下、日本人

隊員� 8人)である。� 

5 行動の概要� 

3月13日:2頭のサル、日本出発、上海着。� 

3月18日:先発隊、日本出発。

3月26日:先発隊、ネパール経由でチベツ

トへ。� 

3月30日:先発隊、� BC (502 Om)建

設。� 

4月3日: 本隊、日本出発、北京着。� 

4月6日: 先発隊、� ABC (564 Om) 

建設。� 

4月13日:総隊長隊、日本出発、北京着。� 

4月15日:本隊、� BC到着。� 

4月17日:C 1 (58 5 0 m)建設。� 

4月20日:本隊、� ABC到着。� 

4月21日:C 2 (634 Om)建設。� 

4月24日:総隊長隊 ・サル隊、� BC着。� 

4月30日:C 3 (692 Om)建設。

唱
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京都大学ヒマラヤ医学学術研究計画:第3次隊 ・シシャパンマ医学学術登山隊報告(松沢，松林)� 

5月3日: 総隊長隊、ネパール経由で帰国。
 

5月5日� C4 (743 Om)建設。
 

5月5日: サル隊、� BC発。
 

5月7日: ほぼ全員がABCに戻り前期終了。
 

5月16日:C 5 (770 Om)建設。
 

5月17日:第� 1次登頂隊� 12人登頂。
 

5月19日:第2次登頂隊5人登頂。
 

5月21日:第3次登頂隊8人登頂。
 

5月24日:全員ABCまで帰着。
 

5月27日:全員BCまで帰着。
 

5月30日:ネパール経由の帰国隊BC発。
 

5月318:中国経由の帰国隊と疫学隊BC発。
 

6月3日 :疫学隊ティンリー着
 

6月8日: 本隊(中国経由の隊)帰国。
 

6月8日: 本隊(ネパール経由の隊)帰国。
 

6月9日: 疫学隊テインリ一発。
 

6月10日:疫学隊が中国からネパール入国。
 

6月15日:疫学隊カトマンズ発ルクラ着。
 

6月16日:疫学隊ナムチェバザール着。
 

6月23日:ナムチェ発、ヘリでカトマンズ着。
 

6月28日:疫学隊カトマンズ発。
 

7月5日: 疫学隊帰国。
 

6 登山活動の概要

登山活動は、� 3月30日BC到着から� 5月31 

日BC撤収完了まで、正味約� 60日間を費やした。

全体の期間は下記の3期、それぞれ約� 20日間、

に分けられる。

第1期は、先発隊がネパーlレから入山してBC 

(5020m)を決定し、そこからヤクによる輸

送を開始してABC (564 Om)を建設するま

で。

第2期は、本隊が先発隊に追いついて登山を開

始し、先発隊がプラトーに達して� C3予定地(約� 

6900m)までのルート工作を完了し、後発が� 

Jレートをさらに伸ばして北東稜上にC4 (743 

Om)を建設して、全員がABCまでおりてきた

前期終了まで。

第3期は、� ABCでの休息を終えて、全員が一

気に� 8000mの頂上をめざして登って行く後期

の終了まで。以下にそれぞれを概説する。

①先発隊による� ABC建設までほお-4120)

先発隊のメンバーは、平田和男:リーダ一、古

川彰:サブリーダーほか、月原敏博、富永浩三、

白沢あずみ、合計5名である。シシャパンマ隊の

成功は、先発隊の日本人隊員� 5人とシェルパ� 6人

のめざましい働きによってもたらされたといって

も過言ではない。平田をはじめとする先発隊の努

力なしに、今回の� 22人(のベ25人)の大量登

頂はありえなかった。

先発隊の任務は、ネパールでの疫学調査のため

の旅行の手配、カ トマンズでお世話になる方の訪

問、シェルパとの交渉、カトマンズでの食品・雑

貨類の購入、� BCの決定、� BCでの他の登山隊と

の交渉、� ABCの決定、� BCから� ABCへのヤク

を使った輸送、� ABCより上部の登山ルートにか

んするピデオを使った偵察、などである。

シシャパンマ登山隊の先発隊の動きを日誌的に

以下に記す。これは、ハンドヘルド・コンビュー

ターに現地で古川が書き残したまる� 2カ月の日誌

からの抜粋である。� 

3月18日:先発隊の平田、古川、 富永、月原、

白沢の� 5名が大阪空港よりバンコクに発つ。� 

1 9日:先発隊5名、カトマンズ着。日本大使

館の安野さんの出迎えを受ける。帰国便の予約、

アナカンの荷物の受取手続き。ホテル・ツシタに

泊まる。� 

2 0日:カトマンズでヒマラヤン・ ジャーニー

が手配した� 6名のシェjレパと会う。アナカンの引

出しはボンドにする必要があり、その場合、大使

館の信用状カ宝必要となる。シェルパと食料・調理

具などの買い出し。� 

2 1日:NCST(N狙onal白山凶�  fα Science釦� d 

Tec加ology)に提出する申請書の作成。銀行へ換金� 

2 2日:医学検査のための採尿。シェルパの装

備代支払い。� 3000ドル現金で前払い。残り� 2 

600ドルは遠征終了後に払う。為替レートは、� 

100ドル=33)レピー。アナカンの荷物をボン

ドにして通関せずにそのまま中国に出すためには、

車を封印する必要があり、その手配をする。山岳� 
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写真� 4 C2上部のクレパスを越えて� C3ヘ

部卒の清水勉君来訪。� 

23日:税関で、ボンドの荷物待ち。安野さん

がかけずりまわってくださった。今日にも中国に

向けて出発するはずだったが、土・日をはさんで

月曜日� 25日となる。� 

24日:明朝国境を越えて中国にはいる。中国

側の出迎えの日だ。出発の準備。平田発熱し休養。� 

25日:6時30分、� 16人乗りのパスで、平

田・月原・白沢と� 6人のシェルパ、ガイド� l人と

運転手の合計� 11人が中国とネパールの国境の町

コダリに向けて出発。国境を越えてザンムーへ。

中国登山協会の派遣したはずの出迎えがまだきて

いなかった。古川・富永はアナカンの荷物をボン

ドしたトラックに乗って� 11時30分出発。コダ

リまで。� 

26日:古川・富永がトラックの荷物とともに

国境を越えてザンムーへ。先行した平田ら� 3人と

合流。国境をこえると時計を� 2時間� 15分すすめ

て、中国時間つまり北京と同じ時間になる。夜の� 

9時になっても空は暗くならない。ザンムーの標

高2100m。� 
27日:医学検査。血圧測定、採尿、平衡機能� 

検査など。� 2400mまで高度順化のための散歩。

昼、中国登山協会の張江協童絡官らに迎えられる。

平田と張のあいだで協議し、今後の日程をつめる。� 

28日:10時ザンム一発、ランクル2台とト

ラック� l台。� 12時30分ニェラム着。� 17時ニ

ェラム発、テインリーへ。隊員はティンリ一泊。

シェルパは荷物とともにBCへ。� 

頁化。111日:テインリーで高度29

30日:平田、富永、張逸品各官、通訳の� 4人が� 

BCへ。古川ほかはティンリ一泊。� 

31日:日本人隊員がBCに集結。� BCにはも

う1週間以上前に中国登山協会が到着していた。

船荷で送ったわれわれの荷物をトラックで運んで

きていたのだ。特別隊員のトンロと合流。� 

4月� 1日:BC休養。� 

2・3・4日:BC荷物整理。� 

5日:第� l障の、富永と月原とアルジュンとア

ンプlレパが、� 41頭のヤクとともにBCを出発。

出発は� 17時20分。� 5130m地点まで。� 

7日:富永ら� ABC到着。第� 2障の、平田とパ

サンとヤク� 9頭BCを12時発。� 

9日:第3障の、古川、白沢、ナワン、ミンマ、

唱 q
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京都大学ヒマラヤ医学学術研究計画:第 3次隊

トンロが、 41頭のヤクの 2往復目について、 B 

Cを 11時半出発。 7時間で、 ABCてまえのデ

ポ地 5350mに到着。 

1 0日:第 3陣ABC到着。 ABCから上流に

むかつての輸送でヤク使いともめる。 5850m

の氷河取り付き点までこちらとしては荷物をヤク

で運ぴたい。第 4陣の 9頭のヤクの分を残して、

これで日本人隊員全員がABCに集結した。 

1 1日から 20日まで、先発隊はその総力を挙

げて、なんとか C1までのルートを開拓するとと

もに、ヤクによる荷物の輸送を試みた。 

jレートについて、若干の解説をする。 BCはそ

の付近どこでもテントを張れるが、水の便からい

って地図上 5020mの地点におちつくだろう。 

BCからはダスオ川 (D似幻)の左岸・右岸ともに

ルな道がある。はじめ右岸を行き、傾斜フ守ジーパ

がきっくなる手前で左岸に移るというのが一般的

なルートのようだ。ヤク使いたちが熟知している。 

4月下旬ではまだ積雪が残っていて ABCまでの

行程はきつい。川をさかのぼると約 20kmで、

ダスオ氷河の末端に到る。その左岸のサイドバレ

ーの平坦地が ABCである。 BCとABCのあい

だは、行きが 2日間、帰りが 1日間である。 

AB C (564 Om)から C1 (58 50m) 

のあいだは、氷河のそレーン上あるいは左岸の山

腹をトラパースする。ところどころ踏み跡がある。 

4月上旬ではまだ積雪があり、ルートの発見も難

しく危険も大きかった。 4月下旬以降は雪も解け

て歩きやすい。ただし、ヤクは ABCから C1手

前まで、すべて氷河上の堆積の上をルートとして

いる。日々刻々とルートが変わり、 4月中は氷結

していた水溜りが、 5月には解けてしまっていた。

赤布とケルンを目印として置いたが氷河土のルー

トは、ルート・ ファインデイングがなかなか難し

し、。

当初計画では、 5850mの氷河取り付き点を 

ABCと予定していた。結果的にみると、シシャ

パンマのABCとしては、次の 3ヶ所がある。 

① 5850m:氷河への取り付き点で、今回の C 

lとなった場所。左岸の台地上で、ボーロンリか

らの小氷河の末端に広い平坦地があり、氷河のす

シシャパンマ医学学術主主山隊報告 (松沢，松林)

写真 5 C 3ヘ

ぐ脇にも数張りのテントを立てるスペースがある。

後発のドイツ・オースト リア隊はここにしていた。

すぐに登山活動にかかれるが、高いので休養には

向かない。積雪の深い 4月中旬までは、ヤク輸送

がきわめて困難。 

② 5640m:左岸のサイド ・バレーの終点で、

今回のわれわれの ABCo ABCとしては非常に

↑起直なところ。高さと しても、休養できるぎりぎ

りの高さ。ただし、氷河の取り付きまで、水平距

離にして約 4kmある。高度差約 300m。キャ

ンプひとつ分 (半日行程)手前になる。 

① 5500m:左岸の平坦地。愛知学院大学隊の 

C 1 (中継キャンプ)。 この付近になると、どこ

にでもヤク使いたちのキャンプの跡があり、↑起童

なテント地が多い。ただし、氷河への取り付き点

からはさらに遠くなる。

結論から言うと、 ABCの位置と しては、われ

われの設定した②の場所が長期の滞在にはベスト

だろう。 より短期間での登山ならば、 ①の C1の

位置がよい。ただし、 4月下旬以降でないとヤク 

- 14一



ヒマラヤ学誌 No.2 1991 

写真 6 ラボ・キャンプと呼ば、れていた C3 

E・・d 

はそこまで行けない。チベット側からの登山すべ

てに言えることだが、ちょっと戻ったぐらいでは

なかなか高度を下げられない。高度順化をよほど

慎重にしないと、こうした 5500m以上の場所

を登山基地とすることはかなり危険だと言うこと

を認識する必要がある。実際、今回の登山中、ス

イス隊、 ドイツ・オーストリア隊、イタリア隊に

肺水腫、脳浮腫の患者が出て、われわれの隊の医

師による治療、酸素の吸入、自動車による搬出な

どで、命を取り留めることができた。

先発隊は、期待された任務を、短い限られた時

間の中ですべてこなした。 1988年の日中ネ合

同チョモランマ遠征隊に医師として参加し、チベ

ット側の最近の登山事情に明るい平田先発隊長が、

よく先発隊をまとめて、シェルパや中国側連絡官

や現地のヤク使いらとの交渉にあたり、本隊の活

動をスムースに導いたといえる。

とりわけ、ヤクによる荷物の輸送は、隊の成否

を握っていた。医学研究用の機材を含め大量の物

資を BCから ABCさらには C1に向けて事命送し

なければならない。プレモンスーン期の最初の登

山隊であり、 4月の初旬のまだ寒く雪も多い時期

だったので、ルート工作も輸送も困難を極めたが、

結果的には最大限の成果をあげることができた。

先発隊の努力によって、 C1の手前の水平距離に

して 500mの地点まで、全物資を運びあげるこ

とができた。 

4月 20日、本隊の松沢以下 13名は、大量の

物資とともに ABCに入ることができた。上部の

登山活動に必要な荷物は、そのまま C1のすぐ近

くまでヤクによって運ばれた。ヤクを使って運び

あげられるほほ限界点まですべての物資を運ぴあ

げられたことが、その後の登山活動を順調に進め

る基礎になった。

制 t東稜上C4建設、前期終了まで (4島町)

平田をリーダーとする先発隊は、与えられた上

述の任務をすべてこなした。それだけでなく、本

隊がABCに到着して高度}II買化をおこなっている

問に、標高 7000mの上部プラトーまでのルー

ト工作をシェルパとともにおこなった。

富永と月原の 2名が先頭に立ち、平田、古川、

白沢、さらに BCで合流した中国人特別隊員のト

ンロの 4人がサポートにまわった。平田をはじめ 
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とするこの� 6人の隊員が、シェルパ4人とチベッ

ト人高所協力員� 2人の力を得て、きわめて順調に� 

C 1，C 2を建設し、� C3予定地近くまで到達し

た。富永と月原のペアは、先発隊として順化が進

んでいたこともあり、けっきょく頂上までのほぼ

全ルートを先頭にたってシェルパとともに工作す

ることになった。

先発隊と本隊は合流して、ひとつの隊として前

期の荷上げに従事した。登頂に必要なことは、北

東稜上にC4 (743 0 m)を建設し、テントな

どの設営用具、ロープやスノーパーなとやの登山用

具、ブタンコンロやブタンガスやコッヘルなどの

生活用具、食料、酸素、医療器具などを� C4に集

結することである。

その前段階として、� C3 (69 20m)に物資

を集結させた。� C3は、巨大なプラトーにあって、

平坦で安全であり、頂上アタックやそのサポート

などの人員が集結する最終的な登頂行動の起点と

なる。� 

C4には、最終的には、ウインパー型4人用テ

ントを� 2張り(計8人分)をもちあげた。� C3に

は、ウインパー型8人用の大きなテント� l張りと、

そのほかに� 4-6入用のテントを� 3張り設置した。

したがって、� 20人分以上のスペースがある。

シェルパらの高所協力員のはたらきはめざまし

かった。� C4までについては、� 20-25kgの

ボ?ッカをほぼ3勤l休のペースで故障なく運びあ

げた。

日本人隊員の場合、富永と月原のようにルート

工作で活躍する場がほとんどなかったにもかかわ

らず、総じてよく荷上げに従事した。ボッカ量は、

隊員各個人の力量と高度)11真化の程度によって異な

った。� l人� 5-10kgという場合もあったが、

だいたい� 20kg程度である。しかし、シェルパ

らのような強力で安定した力にはなりえなかった。

前期においては、平回、古川、白沢、 トンロの

先発隊組に加えて、本隊でやってきた隊員たち、

とくに、藤田、高井、中山、 永田、杉江、出水、

松林らが、主要な力となって前線での荷上げに従

事した。 一応、松林と出水をそれぞれテン ト・ リ

ーダーとする� 2班を構成し、シェルパらの高所協

力員は彼らだけで班を構成した。これらすべての

メンバーの行動予定と荷上げ品目を、行動前夜の

交信で松沢から指示した。

先端の行動だけ以下に示す。� 4月21日に、平

田、古川ら� 6人のサポートを得て、富永、月原、

ダワノルブ、アルジユンの4人がC2 (6340 

m)を建設してそこに泊まり、翌� 4月22日から、� 

C3へのルート工作を開始した。� 4月23日にC 

3予定地に4人が達してC1までおりた。

かわって、問じ� 23日に、平田、 古川、白沢、

トンロの4人がC2に入札� 24日に、平田を除

く3人がC3予定地までの荷土げをおこなった。� 

2 5日から� 29日にかけては、 松林と出水らの

班が前線で荷_l二げに従事した。� C3に、� C4を建

設するための必要最小限の物資がま財吉したので、� 

4月28日にABCをたった富永、月原、ダワノ

ルブ、アルジ、ユンの4人が、� 30日にC3を建設

してそこに泊まり、翌� 5月1日から、� C4へのル

ート工作を開始した。� 

5月5日に上記の4名がC4を建設してそこに

泊まり、� 5月6日にC5予定地までのルート工作

をしてC3に戻った。同時に、松林、 出水の両班

がC4までの荷上げをおこない、� 5月7日には、

ほぼ全員がABCにもどって、前期が終了した。� 

5月7日の前期終了の時点で、� C4が建設され

てC5予定地までの� lレート工作がおこなわれ、登

頂に必要最小限の隊荷が� C4に集積されて、登頂

の見通しがたった。� 

jレートについて概説する。� C1を出てすぐに、

氷河の上を左岸から右岸へと横切る。最短jレート

の発見が難しいが危険は少ない。赤旗を立てて進

んだ。氷河を越えた対岸の雪面は徐々に傾斜がき

っくなって、上下� 2段の雪墜を通って標高� 700 

Omの上部フ。ラトーに達する。

まず下段の雪壁を越えるとやや傾斜の落ちた小

さなブラトーがあり、そこに� C2 (634 0 m) 
を設置した。下段の雪療は、最大斜度がせいぜ、い� 

3 0度くらい。傾斜がきっくなるあたりから同定

ロープを用意した。ピンはすべてスノーパーであ

る。下段の雪壁の傾斜が落ちて� C2の近くになっ

てからクレパスがでてきた。� lよいもので、約� 60 

Fτム
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写真� 7 BCでの血液ガス分析� 

cmくらい。顕著なものが2ヶ所。ヒドン・クレ

パスになっていて、はじめは雪に隠れて見えない。

腰まではまった者が3名あった。固定ロープを使

用したので事なきを得ている。� 

C2からはほぼ平らな雪面を� 200mほど進ん

でいきなり急な雪壁となる。最犬{頃斜は約� 40度。

高距約� 100mのこの壁を越えると、大きなクレ

ノfスがある。ここは、さいわいスノーブリッジが

あり、慎重に越える。そこからはやや傾斜のきつ

い雪面がプラトーまでのびている。プラトーの向

かつてちょうど右端のあたりに這上がるかっこう

になる。

プラトーは、ほぽ東西に約� 3kmにわたっての

びる、南北の幅が数百mの、広くでほぼ平らな雪

面である。緩傾斜のまま� 7150mのコル(シシ

ヤパンマとその北の前衛峰� 7365mのあいだの

コル)に続いている。クレパスはC3のテント地

付近を除いてほとんど無い。� 

Jレートは、コルの� 500mほど手前から右に折

れて、北東稜上の� 7430mの岩頭めがけて北東

稜の側壁を登る。技術的には、ここが第� lの核心

部となる。岩と雪の混じった急傾斜。はじめは緩

い雪面に始まり、徐々にせり上がって、岩頭の基

部を左にまわりこむあたりに岩が出てくる。傾斜

はきついところで45度くらい。� 

C4は、風が強く一部氷化した雪面になってい

た。残置されてぼろぼろになったテント類がある。

北東稜上で唯一のテント適地だからである。北東

稜上からは頂上がすぐそこに迫っているのだが、

手前に稜線を跨ぐように、岸壁がそびえている。

東には、モラメンチン� (770 3 m)が、その全

容を表わした。� 

③3次の登頂活動と撤収まで(5s.5G� 1) 

5月7、8、9日を、前後期の中間の休憩とし

た。同時に、医学研究のための貴重な期間である。

採血、蓄尿、呼吸器能検査、心電図記録、呼吸機

能検査、精神作業検査、脳血流量の測定。夜は夜

で、脳波に心電図に呼吸曲線に眼球運動にパルス

オキシメーター。簾のように下がった電線を気に

せずシュラフにもぐりこむ。隊の性格上、検査と

測定に忙殺される隊員も少なくなかった。� 

ABCでは、前期から休憩中にかけて、久保、

陣内、薮野、古川、出水、白沢、松林、と順に発

ヴ， 噌 
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熱・植吐・下痢の症状があらわれた。原因はよく

わからない。さいわいたくさんの医師もおり、点

滴と投薬でそれぞ、れ2ー3日で回復した。

登頂行動は、松沢が素案をつくり、松林やその

他の隊員と検討して決定した。� 6班での行動を構

想して、最後の頂上アタックを開始した。

任洗発班:5月� 10日ABC発、古川をリーダ

ーとする� C4荷上げ部隊の7人。古川をマネージ

メントの役として、永田、藤田という日本人隊員

ではシェルパと同等の体力を発揮できる� 2人をつ

けて、� 4人の高所ポーター(アンプルパ、ミンマ

ノルブ、チミン、プルブ)をひっぱってもらった。

これとともに、順化の遅れている斎藤、瀬戸、上

回が出発し、テレピ報道班の� 3人 (坂井、田沢、

薮野)もこれに同行した。先発班の� 7人は、� 11 

日にC1からC2，12日にC2から� C3にあが

り，� 13日にC3から� C4への荷上げをおこなっ

た。� C4から上の登頂活動をフルにおこなうため

には後期の開始時点で、まず、食料とロープと酸

素の荷上げがどうしても必要だ、ったのだが、かれ

らはよくその任を呆たした。体調を崩した古川は

下に降り、それ以外の6人は登頂に備えて� C3に

残った。

②第� l次登頂班:5月� 11日ABC発、富永、

月原、ダワノルブ、アJレジユンの4人組。富永ら

は、この隊のルート工作を担ってきて、しかも登

山技術において最も優れている。高度順化も うま

くいっている。頂上までのルー ト工作をまかせる

のは彼らをおいて他にない。� 12日に� C1からC 

2へ。� 13日にC2から� C3へ。� 14日は悪天の

ため停滞。� 15日にC3から� C4へ。� 16日にC 

5 (7 7 0 0 m)を建設して、さらに頂上に向か

つてルート工作をして、登頂の可能性を確信して� 

C5に戻った� O 

1 7日、第� l次登頂隊としてはじめてシシャパ

ンマの頂に到達し、� 4人とも� C3に戻った。時間

記録は、� 8時発、� 1 1時35分頂上着、� 16時3 

0分ダワノルブC3帰着。

③第l次登頂サポート班:� 5月� 12日ABC発、

松沢、出水、中ilJ、高井、 白沢、 トンロの6名。

これとともに、中島、杉江、足立が出発した。登

頂サポート班には、� C3で永田と藤田を加えるこ

ととした。この班の目的は、第� 1次登頂をサポー

トするとともに、� C4からの同時登頂をめざした。

状況によっては、� C5での待機もあると考え、登

拳隊長の松沢が前線で指示を出すことにした。同

時登頂でなくサポートを必要とする場合は、松沢

がC5に残り、出水が第� 1次登頂サポート班の指

債をとることとした。登頂サポート班の� 6名は、� 

13日にC1から� C2へ。� 14日は悪天のため停

滞。� 15日は、� C2から� C3へ。� 16日は、� C3

で待機していた先発班の永田と藤田を加えて、� 8

名がC3から� C4へ上ーがった。� 

1 7日、� C5を出発した第� l次登頂班の4名を

サポートする形で、松沢以下の8名か頂上に向か

った。幸いに天気も良く、予定通りにルートも延

びたので、全員が第� l次登頂隊として頂上に立っ

た。松沢と出水を� C4に残して、他のメンバーは� 

C3まで下った。時間記録は、� 6時発、永田と藤

田はC5からルート工作して登った富永らに追い

ついて、� 11時35分に同時に登頂した。出水、

中山、高井、白沢、 トンロの5名は、� 1 3時登頂。� 

..0‘
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写真� 9

最後に松沢が� 14時5分に登頂した。� 16時� 55

分出水C4帰着。� 17時 55分松沢C4帰着。第� 

l次登頂を果たした� 12人のうち松沢と出水を除

いた� 10人は、� 18時� 20分までに全員がC3に

帰着した。

任沸2次登頂と医学研究のための滞在班� :松林

出水、平田、杉江の� 4名の医師を念頭において班

を構成した。当初計画では、頂上に設営するテン

トで� 1泊させて、脳波、心電図、パルスオキシメ

ーターによる酸素飽和度の終夜測定をめざした。

ただし、現実にはテント適地が頂上付近になく� C 

5で代用した。頂上までのルート工作ができて、

テントが設営されないことにはこの班は成り立た

ないので、各人ははじめのうちは別の班について

ばらばらにABCを出発した。出水と杉江は� 12 

日発C1へ。松林は、� 1 3日発C1へ。これに米

本、榊原、陣内が同行した。松林らは� 14日悪天

で停滞。� 15日に、松林・米本・榊原がC1から� 

C2へ。� 16日、さらに上回を加えて、� 4名がC 

3へ。 一方、心臓超音波断層装置の修復のために、

前期終了とともにいったんBCまで降りてまた戻

ってきた平田は、最終の班として遠藤とともにA 

BCを15日に発った。

ピークヘ� 

1 7日、第� l登頂日、松林は、アンプルパ・ミ

ンマノルブ・チミン・プルブの� 4人とともに、第� 

l登頂隊のサポート隊のさらに下のサポートをか

ねてC3から� C4へ上がった。� 18日、悪天のた

め、� C4の松林らは停滞。悪天をついて、平田と

杉江がC3から� C4に入った。(なお、この� 18 

日に、第3次登頂を狙うために斎藤と中島は薮野

とともにC2から C3へ移動した。) 松林 ・平

田・杉江の医師トリオとそれをサポートする� 4人

の高所ポーターが� C4にそろった。� 

1 9日、第� 2登頂日。先行した平田と� 4人の高

所ポーターは、� C5を通り過ぎて、登頂を呆たし

た。平田はC5に戻って、松林と杉江に合流した。

アンフ。ルパとミンマノルブはC4に戻り、チミン

とプルブはC3に戻った。この第� 2登頂のサポー

トをかねて、後述の第� 3登頂隊の斉藤、中島、瀬

戸、榊原の� 4名がC3からC4に入った。� 

1 9日の夜、� C5 (7 7 0 0 m)で、松林・平

田 ・杉江の� 3人の医師は一晩を過ごして、超高所

における貴重な医学研究資料を自ら被験者となっ

て持ち帰った。翌20日、松林はC4に降りて第� 

3次登頂隊と合流し、平田・杉江は一気にC5か

らC1まで降りた。
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京都大学ヒマラヤ医学学術研究計画・第 3次隊，シシャパンマ医学学術笠山隊報告 (松沢，松林)

告沸 3次登頂班: i頂上に登る意志があり、自

分の力で北東稜上の C4から頂上に達する力量の

あるものは、全員登頂できるようにする。」それ

を基本的な方針として、出発前から隊員に約束し

ていた。登頂行動にかかる段階で、すべての隊員

に、多少の遅い早いはあっても、登頂の機会を与

えようと考えた。頂上に達する力量の有無は、具

体的には C3から C4への登行で判断した。

斉藤・中島の両副総隊長については、低いキャ

ンプで高度順化して体調を整えて、一気に頂上を

目指して登っていくのが合理的だと判断した。最

終段階で、 16日にまずC3の往復をこころみた。

問題無かったので、 1日休んで 18日に C3にと

がった。 19日に、 C4へ上がってもらった。他

の隊員同様に無酸素である。無酸素でゅうゅう と 

7430mのC4まで登って行く 2人を見て、 こ

の時点で登頂を確信した。 

2 0日、悪天のために、 C4の斉藤・中島・瀬

戸 ・榊原・アンプルパ・ミンマノルブの 6人は停

滞。 C5から C4に松林が降りてきて合流。ダワ

ノlレブとアルジュンには C4に荷上げとともに入

ってもらった。これで C4には日本人 5人とシェ

ルパ 4人が集結した。 

2 1日、アルジュンを C4に残して 8人が 6時

出発。斉藤と中島は、毎分1. 5リッ トルの酸素

を吸って登った。 12時 30分、松林登頂。ダワ

ノルブとミ ンマノルブも 2度目の登頂を果たす。 

1 2時 50分、中島登頂。中島はミ ンマノルブに

付き添われて下山。 13時 55分、アンプルパと

ともに斉藤登頂。 15時 30分、瀬戸、続いて榊

原が登頂。これで 22名が登頂を果たした。 

1 3時、中島か頂上から登頂の報告をしたとき、

全キャ ンプは、感動の嵐に包まれた。全隊員にと

って、 今山行中で最も喜ばしい瞬間だった。誰も

が、自分のこと以上にこの登頂を喜んだ。 

1 6時 46分、皆が待っていた斉藤の声が聞け

た。登頂を果して C5まで戻ってきたところで、

松林のト ランシーパーで交信したものである。

「遅くなり まして、申し訳ありません。

酸素が切れて しまって、そこから遅くなりま した。

シシャパンマの (頂上の)麓にたどりついてから

は、シェルパにだ、きかかえられるようにして頂上

に立ち、ピッケJレをふりかざしました。こんなこ

とができるのかと半イ言半疑できましたが、 皆さん

のおかげでとうとう登りました。厚く 皆さんに御

礼、申し上げます。チョモランマ、 ローツ

エ ・・・が・・-遠くに見えるのがカ ンチェンジ

ユンガと思っております。 ありがとうございまし

た。 J 
1 8時 23分、松林、斉藤、アンフリレパが C5

に帰着。 19時 50分、瀬戸と榊原が  C5に帰着

して第 3次登頂を終えた。

第 3次登頂体制を決めた時点で、第 4次は考え

ていなかった。 C5まで達した杉江は、 「行け」

とさえ言われればおそらく頂上まで行けただろう。 

C4まで達した上回と足立も、じゅ うぶんなパッ

クアップ体制があれば、頂上を踏めたかも知れな

い。 C4に達することはなかったが、古川の場合

は、使われ方aが違っていれば頂上へ行けたと思う。

古川には、先発隊と してまた登頂時にも先発班と

して、この隊の最初から最後まで縁の下の力持ち

になってもらった。

ただ結果的にみると、登頂した 15人の日本人

隊員は、全員がヒマラヤなどの海外登山の経験の

ある山岳部出身者だ、った。 上記の 4人を含めて他

の隊員は、海外登山は今回が実質的には初めての

経験だ、った。経験による差が明瞭に示されたと思

つ。 

5月 22日、第 3次登頂隊は C3にお りてサポ

ー トのために C3に残っていた隊員と合流した。 

2 3日に松沢以下の全員で C1にもどり、 24日

にABCに帰着した。採血など医学検査を して、 

5月27日、 ABCを発って、 BCに全員が無事

帰着した。 

7 装備・食料・輸送・経費等の覚書

登山や医学調査のためのディテールは書き残し

ておくべき ものがたくさんあるだろ う。実際に、

同様の試みを再度すると きに、そうしたディテー

ルによってつまづくことが多いからだ。しかし膨 
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大な量のデータをただ羅列しでも何が大切で何が

それほど重要でないかの区別がつきにくい。そこ

で、①シシャパンマを登るために必要な技術的ア

ドバイスとして、②中国で登山をするために必要

な制度的なノウハウとして、③医学のフィールド

ワークをするための実践的な知識として、重要と

思われることをピックアップし、各項目ごとにま

とめてみた。さらに、項目の末尾に当該の担当者

名を付した。詳しい情報をさらに得ょうとする場

合の配慮である。

登山用の装備

ロープはナイロンの編みザイ� Jレ9mmx50m

を10本、ルート工作用とした。固定ロープは、

よりザイルで� 8mmx50mを87本持って行っ

た。どちらも十分足りた。細引きは� 6mmを使用

した。固定ピンは、ほとんどすべてスノーパーで

ある。長短2種類を用意した。� 80本と� 40本あ

り、これも十分足りた。アイスピトンやデッドマ

ンも持って行ったがほとんどいらない。カラピナ

とシュリンゲは� 194個づっ。これも足りた。

赤旗は� 142枚使用した。赤旗は、� ABCとC 

1間の氷河の堆積上を行くとき、� C3付近のプラ

トーで広い雪原を行くとき、ともに必要である。

スキーは8台持って行った。中山と高井は、� C 

3のさらに上部の北西稜への取り付き点� (71 4 
Om付近)までスキーで登り、スキーでC1 (5 

850m)まで滑降した。他にも永田、白沢、松

沢、中島、菅らが登下降にスキーを使用した。� C 

lから� C3までの斜面は雪の深いときにはスキー

での登行が有効になる。しかしどちらかというと、

登山にそれほど必須ではなく、上級者がスキー滑

降を楽しむ山と言える。

テント類、生活用具については割愛する。担当

者は、富永浩三。

酸素・燃料

フランス製AMPのボンベを� 48本用意した。

北京あてにメイカーから直接に送ってもらった。

これは医療用とともに登山用にも使用された。木

箱で梱包されており� 1箱に� 4本入っている。� L本

が4リットルで� 200気圧、したがって約� 800

No 1991 

写真� 10 スキーでの下山� (C2) 

2.

リットルである。レギュレーター� 10 個は日本か

ら持参した。治療用に、� BCには中国製の大型の

酸素ボンベを用意した。

酸素の使用は、原則として、標高� 7000mJJ

上のキャンプに滞在する第� 1日目だけと、� 743 

OmのC4以上のキャンプでの滞在中の夜間とし

た。

燃料は、� BCとABCではガソリンとプロパン

の併用。� C1では、プロパンの他にブタンを用意

した。� C2以とはブタン。担当者は、永田龍。

食料� 

BCまでは現地食とした。� ABCでは、シェル

パのコックが調理した物を食べる。� C1以上では、

隊員やシェルパが各自のテントで思い思いに自作

した。� 

C1以上では、原則として、レーションと呼ばれ

る形に再パックしなおした物を用意した。担当者

は、白沢あずみと高井正成。

通信

基本的には各人が� l台づっトランシーパーを携

行した。� ABCとBCには据え置き型の親機を設

噌

ムヮ“I
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写真 11 胃カメラ検査� (8C) 

置した。アンテナを高く建てれば、� ABCとBC

のように� 20km近く離れていても交信できた。

担当者は藤田耕史。

医学学術調査用の装備� 

BCまで搬入した医学研究用機材は多岐にわた

る。心臓超音波断層装置の場合、梱包した荷姿で

約� 280kgにもなった。そのほかエ� Jレゴメータ

ーや眼底カメラなど、大量の大型装置が� BCに搬

入された。

脳血流ドツプラ一、遠心分離器、 心電計、 ポー

タブjレ心電計、心拍モニタ一、イ ンピーダンス測

定装置、スパイロメータ一、パルスオキシメータ

一、オシロスコープ、酸素レコーダ一、二酸化炭

素モニター、ガモウバッグなど。

こうした機器の詳細と担当者については、各研

究報告を参照されたい。

風力発電・太陽電池

今回の遠征隊は、きわめて大量の医学研究用機

器を標高� 5000mに持ち込んだ、という点で、類

例の無い隊であった。こうした機器は、すべて電

気を必要とする。電源としては、①ガソリンによ

る発電、笹汰陽電池、③風力発電、を併用した。

ガソリンによる発電機の使用や、太陽電池の使

用につては、従来も試みられてきた。ただし、今

回特筆すべきことと して、下記の� 2点を指摘した

い。第� lは、超高所での医学機器の使用と関連し

た電源の工夫があげられる。� l例として、 標高約� 

7000mの第� 3キャンプでの血液検査において、

小型の遠心分離器の使用が必要であった。これが

通常の交流� 100 V電源を必要とした。そこでA 

BCで太陽電池 (昭和シェル)によって、� lOA 

Hのバッテリー (湯浅電池)を充電して持ち上げ、

このバッテリーの直流出力をイ ンバーターを通し

て交流にして遠心分離器を作動させた。標高� 77 

OOmの第� 5キャンプでのパルスオキシメーター

や心電計� . 0手吸計の作動は、� ABCの発電機でバ

ッテリー ・パックあるいは装置本体に内蔵された

バッテリーを充電する方法をとった。� ABCでは、

ガソリンによる発電機の作動と太陽電池を併用し

た。太陽電池で� 40AHのバッテリーを充電し、

無線機の親機と気象ファックスに使用した。電源� 
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としては十分だ、った。

新しい試みの第 2は、風力発電である。斎藤惇

生副総隊長の紹介で神奈川工科大学名誉教授の鳥

居亮先生にご指導いただき、風力発電機(中国製、

約 90キログラム)を、 BCに搬入した。プロペ

ラ飛行機の大きな 2枚羽根のようなものがつい本

体を、約 4メートルの高さのボールの上に建てる。 

3本組のボールをつないで l本にし本体をのせ

たものを、 3方向から直径 2ミリのステンレスロ

ープで固定した。長さ調節にはターン・パックル

を用い、アンカーピンは長さ約 30センチの鉄製

である。地盤が硬くアンカーピンは非常に堅固に

打ち込まれたので、ネパールで購入しでもってき

たセメントは必要なかった。

プロペラで受けた風でモーターをまわし、地上

に置いた整流ユニットで交流を直流に変換して、 

40AHのバッテリーを充電した。風の状態は、

午前中はほとんど無風だ、った。午後から、毎秒 3 

-5mの風が出た。だいたい 1週間に 5日間の割

合で風が得られた。効果としては、 40AHのバ

ッテリーをフルに充電するのに約 2日間を要した。

トランシーパーの親機の電源として使用したが、

約 1カ月半の期間、一度も止まることなく使用す

ることができた。担当は、上田博和。

経費 

CMAは、 1990年 2月に登録料(登山料)

を含む経費の大幅な改訂をおこなった。 q凝来の

中国元建ての支払いから、アメリカ・ドル建ての

支払いに変わった。②大幅な料金の値上げが実施

された。項目によっては、数年前までの 3-4倍、

昨年までの倍という料金改定である。以上の 2点

が、 1990年のプレ・モンスーン期の各国隊の

出発前後に突然通知されたので、周知されておら

ず、すくなからぬ混乱をひきおこした。

中国での登山費用は、 CMAと議定書を結び、

出発前に振り込む。そして、遠征終了後に、実際

にかかった費用とのあいだの精算をおこなう。こ

れは、チベットの分はチベット(チベット登山協

会、ただし連絡官が代行する)で、成都の分は成

都(四川省登山協会)で、北京の分は北京で精算

する。場合によっては、 1989年のムズター

グ・アタ隊のように、前納金の範囲内におさまり

わずかではあるが差額が返ってくることもある。

北京や成都やラサといった都会での宿泊は、高額

ではあるが、 トラブルにはならない。宿泊・食

事・サーピス料と、項目が明瞭で、先進諸国での

くらしと違和感が無い。しかし、現地での登山活

動についての費用は、おそろしく常識とかけはな

れるので注意を要する。

登山の現地費用にかんする注意の要点は下記の 

3点に要約できる。①各項目別に細かく請求され

るが、各項目は実際に現地でかかる費用からみる

と法外に高く感じられる。たとえば、ヤク l頭を 

1日使うのにかかる実際の費用は、現地で人民元

で約 10元だが、請求されるヤク l頭の使用料は

その数十倍にもなる。②各項目別の詳細な料金表

が定められており、たとえ法外だとしても、 「適

正な」料金といった4見点での議論は成り立たない。

規則は規則という主張しかない。したがって、出

発前に料金表を細かく検討して、あらかじめ計画

を立てる段階で、安く済ませる工夫をしなければ

ならない。@キヰ金は料金表にのっとって支払われ

るが、少額ではあるが、それとは別に現地で支払

いが必要になる。ヤク輸送の交渉において、予定

外のトラック輸送においてなど。

実際にかかる額と料金表とのあいだの差額がC 

MAにとっての収入であり、各地域の登山協会の

とるマージンであり、ひいては中国側の用意する

「歓迎会」の費用になる。そうした社会体制・経

済体制の違いによる「料金」の違いについてまず

明確に認識しておく必要がある。逆に言うと、ど

ういう社会体制・経済体制であろうともかかるは

ずのコストがあり、マージンがあるわけで、それ

を把握する眼が必要になる。その眼を養って、自

分達で「適正なJ価格の判断をし、どうしたら安

くなるかを工夫する必要がある。それは、どの世

界でも同じだろう。

たとえば、今回の例でいえば、ネパール人シェ

ルパの雇用であり、ネパールからの入国・輸送で

ある。実際に、陸続きのヨーロッパの諸隊は、自

前の車で出入国したり、ネパールから入ってネパ 
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ールから出て、大都市での滞在と宴会・観光を減

らして、平均的な日本隊とくらべて圧倒的に安く

すませている。

中国における登山申請・経費などについては、

別書に詳しいものがあるのでそれを参照されたい。

比較的新しいものとしては、 「山岳年鑑90J、

山と渓谷社、� 1990年� 9月刊があげられる。こ

れは、毎年改定されるので参考になるだろう。

本報告では、今後の中国での調査計画立案にと

って重要な指針となる、今回のシシャパンマの登

山・研究活動についての実際の経費の詳細を以下

に記す。ラサでの精算分である。中国経費の全体

としては、成都、北京での滞在費などが別途加算

される。担当者は、松沢哲郎、足立みなみ。

中国経費(チベット自治区での登山経費) の内訳

lヤク入山

項目� 

頭目

単位 実績($)

12892.00 

数量� 

1172 

単価� 

11 

単位項目

8食事・宿泊費つづき

単価 数量 実績($) 

っ' 

‘

q
d
A
-
1
-

U
F
D
F
b
Q

ヤク下山 頭日 11 641 705l.00 本隊シガール 人目� 32.43 1459.35 

u

15 376 5640.00 本隊ラサ 人日� 91.89 183.78ヤク工入山 人日
人目� 91.62120 13 1560.00 本隊ラサ 3206.70ヤク工保険被服費人日

15 209 3135.00 帰路ザンム一 人日� 72.97ヤク工下山 人日 1386.43 
q
u
q
J
A
-
7
a
A守 

FO 

τ
1
4

ワ

且A

u
1
A3環境保護費� 人� 15 38 570.00 帰路ザンム一 人日� 72.97 1167.52 

4撮影費� 9装備レンタル・ 購入� 3126.00 

120 3 帰路ラサ 入日� 183.78360.00 55l.34ヤク工保険被服費人日� 
人日� 91.89帰路ラサ 275.67 

1760.00 
540.0。1 人日� 62.162登録料 1760 帰路シガール 2735.04団

人目� 62.16人� 30 18 帰路シガツェ登録料超過分� 1056.72 
帰路ラサ 人目� 80.27 1926.48 

5道路補修ジープ

道路補修トラック
道路補修マイクロ

ム
ロ
ム
ロ
ム
ロ

4
E
A
'
E
A
'
E
A

仏

-

n災 

只

u

n
U

噌 

佐
A 164.00 10 保険中国隊員 人 55 2 110.00 
P
0
1
4

486.00 保険協力員 人 150 2 300.00 
81.00 保険その他の人 人 55 11 605.00 

服装費協力員 人 405 2 810.00 
6，7車両費 subtotal: 60044.42 服装費その他の人 人 270 11 2970.00 

トラックイ、 キロ� 0.65 1610 1046.50 目当連絡官 人日 18 2x99 3564.00 
トラック中 キロ� 0.68 300 204.00 日当通訳 人日 13.5 224 3024.00 
トラック大 キロ� 0.9 20250 18225.00 日当協力員 人日 13.52x79 2133.00 

00 1.25113.5 2x93人日日当コック15990.001.3 12300キロトラック特大

トラック停車費 日� 15 60 900.00 日当その他の人人日 13.5 77 1039.50 
マイクロノtス キロ� 1.5 1510 2265.00 日当運転手 人日 13.5 2句0 2430.00 
ジープ大 キロ� 0.6830414 20681.52 食費中国人 人日 13.5 657 8869.50 
ジープ小 キロ� 0.34 860 292.40 宿泊費中国人� 5563.91 
乗用車ク ラウン� キロ� 1 440 440.00 

11 食費� (BC滞在中の日本人) 8856.00 
8食事 ・宿泊費 subtotal: 28970.15 

ハ 

，巧

司'ム
 H
V

e
A
H
V

先発隊ネイラム 人日� 32.43 13 421.59 航空賃北京ラサ中国人� 82
'taa

574.00 
先発シェルパ分 人目� 2.2 6 13.20 超過重科 キロ� 8.2 82.00 
本隊シガツエ 人日� 54.05 76 4107.80 

491. 17130総合計($)1554.002562.16人目本隊シガツエ

本隊ラサ� 人日� 80.27 103 8267.81 

人日� 72.97 9 656.73 12 航空賃北京ラサ日本人� 148 1480.00先発隊ザンムー
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ヒマラヤ学誌� 

付録隊の成立の経緯

振り返ってみると、この3年余り、シシャパン

マを舞台としたヒマラヤ医学学術調査の実現を、

日々の生活の最優先課題としてきた。それは、わ

れわれ2名に限ったことではない。今回の隊に参

加した各人が、参加の意志を表明すると同時に、

同じような状況に陥ったと思う。この3年間を、

なぜ、どのようにして、ヒマラヤ医学学術登山に

賭けるに到ったか。動機を明らかにすることによ

って、計画の発端から今日までの状況を振り返っ

て記録にとどめておくことは、それなりに重要だ

ろう。

登山という行為自体は、否応なく、必然的に、

死というものを、常にわれわれの身近においてい

る。山では、不可避的な死がたしかにありえる。

だからこそあらゆる行動の規範が、なによりもま

ず、その動機の純粋さによって保障されなければ

ならない。山登りにおいては、またそれはあらゆ

る場合にあてはまることかも知れないが、結果が

すべてではない。結果に到る過程がたいせつであ

る。さらにいえば、ことを押し進めていく動機が

明確に自覚されていなければならない。初登頂す

なわち成功ではない。死、それ自体が失敗なので

はない。なぜ、どのようにして、その結果を招来

したか。その点にこそ、重要な問題が匹胎してい

ると考える。

シシャパンマに登った� 32人の隊員の各人に、

今回の計画に対するそれぞれの参加の動機があっ

た。したがって、 「隊の成立の経緯Jは、本来、� 

32人の隊員各自が ー人材、で語るべきものである。

そうした一人称による「わたしのシシャパンマ」

が、いずれ各人の手でさまざまなかたちで表現さ

れるだろう。

シシャパンマに登り、シシャパンマから戻って

きたわれわれにとって、シシャパンマはすでに過

去のものである。シシャパンマは、それぞれの隊

員のそれぞれの人生におけるひとつの通過点でし

かない。次に何をするのか、 どういう展望を持つ

のか。そうした将来において、シシャパンマが各� 
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人の中でその位置をより明確にしてくると思う。

ただ、今回の計画に参加したそうした各個人の

動機とは別に、登山、あるいは京大の山登り、の

歴史的な経緯を踏まえて、隊の成立の過程を見る

ことも重要だろう。ここではシシャパンマ隊のオ

ルガナイザーとしての役割を果たした松沢と松林

が、それぞ、れl人材、で書いた隊の設立の経緯を相

互にチェックしながらまとめることによって、

「京都大学ヒマラヤ医学学術登山隊Jが成立する

に到った、客観的な背景の記述を残すことにした。

今後われわれがさらに新しい試みを企てるにあた

って、また次の人たちがわれわれの志したものを

継承し展開するにあたって、 「われわれ」とくく

れるレベルでの共通した動機、 「われわれ」の意

図したところ、を書き残しておくことが将来の役

に立っと考えるからである。

①今酉イズムの双生児:学問と登山

今西錦司は、桑原武夫や西堀栄三郎らとともに、

昭和3年に京大を卒業した。この� 3人は、三高・

京大の山仲間だ、った。

今西は、日本が初登頂した8000m峰マナス

ルの偵察隊長だ、った。桑原は� 1958年のチョゴ

リザ初登頂の隊長。西掘は� 1957年南極の初の

越冬隊長をつとめ、さらに� 1973年、当時未踏

の最高峰ヤルンカン� 8505mの隊長をつとめた。

今西と西堀は、後に日本山岳会の会長になってい

る。

彼らの山への情熱は、� 19 3 0年代のK2峰� 

(8 6 11m)崩正計画にまでさかのぼる。戦前、

まだ世界中の誰一人と して� 8000m峰の頂に立

っていないときに、彼らは世界第� 2の高峰への遠

征を考えていたのだ。

戦争が終わったとき、彼らはすでに� 40歳をい

くつかすぎていた。戦争によって極限までひきし

ぼられた手綱がパッと 一斉にゆるめられたように、

彼らは世界中に飛び出した。

今西は、� 19 52年マナスルの偵察に続いて、� 

1 955年木原均を隊長とするカラコルム踏査隊

を組織した。今西の 「山」は、未知の、未踏の領

域に足を踏みいれることに喜びがあったようだ。
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山を契機とする地理的探検の系譜には、 今西の下

に、梅梓忠夫・川喜田二郎・中尾佐助といった

人々が連なっている。

学問と登山は、今西にとって、こん然と して不

可分の一体だった。 1958年、 今西と伊谷純一

郎は、はじめてアフリカに渡りゴリラの生態調査

を企てた。そのときでさえ、今西はアフリカの最

高峰キリマンジャロと名峰ルーエンゾリに登って

いる。同じ年に、 「フランス文学者」桑原武夫を

隊長とした京都大学学士山岳会の隊が、チョ ゴリ

ザの初登頂に成功したことは前に述べた。

今西と伊谷によるアフリカ調査行に続いて、今

西を隊長として、京都大学を母体としたアフリカ

の人類学・霊長類学の海外学術調査隊が産出識され 

1961年から 1968年にかけて、 6次にわた

る調査が展開された(伊谷純一郎、 1977)。

伊谷純一郎からさらに西国利貞へとひきつがれた

東アフリカ・タンザニアの野生チンパンジーの研

究は、いま四半世紀を迎えようと している。

こうした今西とその仲間たちが創始した生態学、

人類学、霊長類学、といった学問の系譜は、連綿

として現在につながっている。その間に、 195 

7年には財団法人日本モンキーセンタ ーが設立さ

れ、 1967年には京都大学霊長類研究所が設置

され、 1986年には京都大学アフリカ地域研究

センターが設置された。生態学、人類学(とくに

生態人類学)、霊長類学が、学問として確立され

社会的にも認知されるようになった。その主要な

推進力は、紛れもなく今西と、その足下に集まっ

た当時まだ 20歳台の京大生たちだった。のちに

今西は文化勲章を受賞することになるのだが、そ

の授賞理由は「霊長類学の確立への貢献 jだった。

現在、科学雑誌 INatureJの事項索引には、 

IImar岨溢血lJという一項が設けられている。この

「今西イズム」とは、今西の提唱した進化理論の

こと をさすのだが、個人的にはもっと別の語感が

ある。今西イズムとは、われわれにとって、 「今

西に代表される三高 ・京大の若者たちが、未知 ・

未踏の領域を追い求め続けたロマンチシズム」の

ことだ。

対象が山であれ、また学問であれ、 ー介の無給

講師にしかすぎなかった今西のもとに集まってき

た当時の若者たちの姿を思うと、胸が熱くなる。

学問(今西流のフィ ールドを重視した生物学)

と登LlJ(京大流の山登り)は、 今商が産んだふた

ごの兄弟だ。

「生態学」ということばが、今ほど一般的でな

かった時代。 生物の研究は、死物の研究でもあっ

た。標本を採集し、整理し、分類する。うす暗い

研究室のひんやりとした戸棚に、整然と並べられ

た標本箱。

今西にとって生物の研究は、自然の中のあるが

ままの生き物の世界を描きだすことだった。渓流

にすむカゲロウの研究にはじまり、野生ウマ、ニ

ホンザル、ゴリラと続く彼の生態学的研究は、つ

ねに自然を背景にしている。

自然を愛し、山を好んだ。 1自由を好むことと、

山を好むこととは結びっく」と言っている(今西、 

1975)。
あまり 一般に知られていないことだが、今西の

初期の著作はほとんどが山にかんするもので占め

られている。 

1924年、 22歳のときに、はじめての論文

「薬師岳の新登路Jが rllj岳jに掲載された。そ

の後も、 「剣沢の万年雪に就いてJ (1929)、

「雪崩の見方に就いてJ(1931)、 「日本ア

ルプスの雪線に就いてJ(1933)、 「風成雪

とその雪崩に関する考察J (1933) と続く。

カゲロウの研究は、山の研究の後を追うようにし

て、 1930年にその第一報が出た。 

1940年出版の rUI岳省察J(弘文堂)、 1 

941年出版の『生物の世界j (弘文堂) 0 1山
岳学Jと 14.物学jを語るこの二冊が、まとまっ

たものとして最初の著作であり、最も魅力的な本

だ。JlJと生物の探求は、今回というひとつの像の、

見る角度によって変わる双面だといえる。

たぶん今西にとって、 学問と山登りのあいだに

境界はなかったのだろう。対象が未知の・未踏の

領域であること。それが、対象に情熱を傾ける唯

一一の理由だった。

今西は、ゴリ ラやチンパンジーといったヒトに

最も近縁な大地類人猿の生態がまったく謎に包ま 
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れていたとき、アフリカまででかけていって、自

然の中で暮らすかれらの姿を追った。人類のまだ

誰一人として� 8000mの頂に立っていないとき、

その登頂をめざした。そして、マナスル� (81 6 

3m)の偵察を成し遂げ初登頂に導いた。� I幸せ

な時代」だったともいえる。

告浮聞の変容と登山の変容� 

1 950年、われわれがちょうど生まれた年に、

モーリス・エルゾーグの率いるフランス隊がアン

ナプルナ� (80 9 1m)に初登頂した。� 1954 

年には、最高峰のエベレストがイギリス隊によっ

て登頂された。そして� 1964年の中国隊のシシ

ヤパンマ� (802 7 m)初登頂を最後に、� 1 4座

ある� 8000mの主峰はすべて登頂ーされてしまっ

た。� 1958年のチヨゴリザ登頂以来、京大が

次々と初登頂した山々も、� 1973年のヤルンカ

ン� (85 05 m)の初登頂を境に、年々その高度

を下げざるをえなくなっている。� 

8000mの未踏峰がなくなったので、� 700 

Om台の未踏峰を探す。� 7000m台のめほしい

山が登られると� 6000m台の未踏峰を探す。新

しく造山運動でも起らない限り、 こうした単純な

「初登頂」は、消えていくか、消えないまでも重

箱の隅をつつくようなものになってゆく運命にあ

る。

登山と同様に、学問でも今西流の初登頂は消え

ていく運命にある。霊長類学を例に取ってみてみ

よう。� 

1967年、われわれが京大に入るすこし前に、

今西らの尽力によって、京都大学に霊長類研究所

が創立された。� 6次にわたるアフリカの類人猿調

査は終了の時を迎えようと していた。� 1960年

代から� 1970年代にかけて、世界の各地で、霊

長類の野外研究がすすめられた。

チンパンジーをはじめとする大型類人猿は、山

にたとえれば8000rn峰のようなものだ。� 80 

OOrn峰の初登頂がなく なったら、� 7000m峰、

さらには� 6000m峰。それと同様の論理で、 ド

リル・マンドリル・ゲラダヒヒというように、ま

だ手のつけられていない野生霊長類の研究が、ア

フリカの類人猿研究を手本に縮小再生産されてゆ

く。現在では、現生� 170種の霊長類のうちめぼ

しい種はほとんどすべて、野外調査が着手されて

いる。新しく種分化でも起らない限り、 「初調査」

は消えていくか、消えないまでも重箱の隅をつつ

くようなものになってゆく運命にある。

今西がオルガナイズしていった霊長類生態学に

代表される今西の学問と、今西に代表される京大

の掲げる初登頂主義の山登り、この今西のふたど

の兄弟は、時代の流れの中で大きく成長した。そ

してまた、ともに困難な局面にさしかかっている。

告澄山にみるパラダイムの輯負

学問においても山登りにおいても、われわれは、

今西ら先人の作った道を歩いてきた。京大山岳部

を卒業した研究者にしてみれば、多かれ少なかれ、

そういう部分があるということは否定できない。

京都学派と呼ばれるような学問の系譜も、京大学

士山岳会も、今西イズムに発したひとつの「パラ

ダイム」の産物なのだから。ここでいうパラダイ

ムとは、何をどうやって研究するかという、研究

の基本的性格を決定している枠組みのことだ。

もちろん、生物学も山登りも、今西イズムとは

別個の自律性を持って時代とともに変化してき

た。現在では、 「初登頂jを重視する京大式の山

登りが、山登りのすべてではない。同様に、 「初

調査」を重視する霊長類の社会・生態学的研究が

霊長類学のすべてではないし、フィールド研究を

主体とする生態学が生態学として唯一絶対のアプ

ローチではない。

登山を例にとっていえば、初登頂のなくなった

時代に、どうしたら未知の・未踏の領域を山に求

めることができるのだろうか。

まず、歴史と現状を確認しておこう。山登りで

いえば「初登頂jパラダイムはまだ生きている。

インドと中国の国境近いア ッサム地方、ブラマプ

トラ川の大屈曲点にそびえるナムチェパルワ� o ブ

ータンの奥地のガンケルプンツム。あとわずかと

はいえ、� 7000m級の秀峰がいくつか未踏で残

されている。ただしそれも時間の問題で、そう遠

くない将来に登られるだろう。� 6000rn級の未
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踏峰はまだまだたくさんある。もちろん、 500 

Om級ならもっとたくさんある。主峰の横の衛星

峰の支稜上のでっぱりかもしれないが。しかし人

工衛星から詳細な航空写真が手に入札場所によ

っては 5万分の lの地図さえできはじめた今日、

山という対象に地理的探検の余地はもうほとんど

ない。 

8000m級の山でみると、 「初登頂」のあと

に「バリエーション ・ルート」の時代がきた。ま

だ登られていない方角から頂をめざす。北東稜か

らは登られているので南西壁からという発想だ。

こうしたルートは頂上の数よりずっと多い。だか

ら今後も続くだろうが、やはり先細りの感は否め

ない。

つぎには、冬季登頂 ・無酸素登頂・鞘虫登頂と

いうように、登頂行動に制限をつけて価値を見い

だすようになった。さらにこれがすすむと、 一年

間で何座登るか。どれだけ短期間で登るか。競争

になる。これは登山のスポーツ化、 「スポーツ・

アルピニズムjというパラダイムでくくることが

できる。頂上からのスキー滑降のための登山、ハ

ンググライダーやパラパントで滑空するための登

山、こうした最近の試みもまたスポーツとして登

山をとらえたものだ。

「初登頂」というパラダイムがいきづまって、

「スポーツ ・ア Jレピニズム」というパラダイムが

生まれてきた。しかしこのパラダイムの変換によ

って、 山が本来も っている「自然 Jの多様性は、

ことさらに無視されているように思える。

山は単にスポーツの場ではない。南緩や北極、

さらには深海底や宇宙空間といった、人間のもつ

知的好奇心を刺激する場所、 「第 3の極地」だ。

「初登頂jというパラダイムには、そもそも未

知・未踏の領域への強い憧憶があったはずだ。た

だし、何も頂上だけが山のすべてではない。山に

は雲があり、 雪があり、岩があり、動植物がいる。

希薄な空気と過酷な低温。またその山を登る人間

の側にふ精神的・肉体的に大きな興味深い変化

がある。たんに登頂の成否を問うのではない。ま

たスポーツとしての記録や楽しみを追い求めるの

でもない。山とそれを登る人間という両者を視野

「京

におさめ、知的好奇心に訴えるような、新しい山

登りのパラダイムが考えられないだろうか。

ひととおり山に登った人間が学問の世界へゆき、

その世界からまた山を見直してみると、山は研究

の対象としてきわめて魅)Jにあふれで見える。そ

の思考の結果が、 1 989年からはじまった

都大学ヒマラヤ医学学術登山隊」計画として結実

した。

第 3次京都大学ヒマラヤ医学学術登山隊は、当

初、 8000m峰シシャパンマの頂上にテントを

張って滞在し、高所医学・高所心理学のデータを

収集する予定だった。免疫学・内分泌、学・呼吸生

理学・神経生理学の研究者であり登山者でもある

人々が、互いにあるいは自らを被験者として、超

高所 ・極低酸素下におけるヒトの生理的適応の実

相を解明する。

ヒマラヤを野外の巨大な低圧実験室としてとら

え、研究を主体とした登山を実践する。はたして

それが山登りの新たなパラダイムとなりえるか否

か、それはひとえにわれわれの今後の努力にかか

っているとおもう。

山登りにおけるパラダイムの変換は、 当然のこ

とながら、自分自身の研究のパラダイムの変換と

表裏一体になっている。研究の先端は、まったく

新たなパラダイムを創出したり、既存のパラダイ

ムの変換を迫るようなかたちで、きわめてドラス

ティ ックに切り開かれるはずだ。どこにそのよう

な糸口が見つかるのだろうか。たぶん、既存の

個々の学問の枠を越えたところにそれはあるのだ

ろう。個々の研究分野の枠を越えた新しい研究の

展開は、いまようやくその緒についたばかりだ。

山登りとのアナロジーでいえば、ょうやくバリエ

ーション・ルー トの時代に入ったところで、まだ

パラダイムの確立には遠い。ヒマラヤ医学学術登

山で試みた学際的共同研究の流れがどのようにし

て個々 の学問の発展につながるかは、われわれ以

降の世代の課題だ、ろう。ねがわくは、今西たちの

世代と同質のロマンチシズムをもって、学問と登

山を続けていきたいと思う。

④カンチェンジ.ュンガ越夏計画 
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松沢と松林のそれぞ、れの立場から、京都大学ヒ

マラヤ医学学術計画に到った経緯を振り返ってみ

よう。

松沢の場合についてまず述べる。以下の文にお

いては、 「わたしjという� l人材、で語ろう。� 19 

73年のヤルンカン遠征隊に参加したあと、� 11 

年間のブランクの後、� 1984年に久しぶりにヒ

マラヤに行った。日本山岳会の隊で、世界第3位

の高峰カンチェンジュンガ� (85 9 8 m)の縦走

をめざした隊だった。

登山者としてのわたしは、� 8000mを越えて

無酸素でルート工作し、荷揚げをしたが、登頂は

できなかった。� 8300m，そこはまだ頂には遠

い。研究者としてのわたしが立てた目標は、 「高

所心理学」というまだだれもそれを専門としてい

ないような研究領域の開拓だ、った。ハンドヘル

ド・コンビューターを用いた精神作業検査(iも
ぐらたたき」と呼んでいる)を考案した。低酸素

下で生じる判断力の低下を、コンピューターで自

動的に測定しようという試みだ。クレペリンの精

神作業検査など従来の方法は、高所の低酸素下で

は役にたたない。実験者が被験者に面接して記録

する方法も、被験者自身が質問紙に書き込む方法

も、どちらも山では使えない。なぜなら、実験者

も被験者もともに低酸素の影響で、自分の名前す

ら満足に書けない状況にまで追い込まれるからだ。

低酸素の影響を受けないコンピユーターに検査の

手順と記録を任せる、というのが基本的なアイデ

アだった。さいわいこの研究はうまくいった(松

沢ら、� 19 8 5)。その後、この「もぐらたたき」

は、老人性痴呆の程度を評価する方法として、臨

床場面でも利用されるようになっている。

さらに結果を先取りして言えば、� 5年後、� 19 

89年にはじまった今回のヒマラヤ・プロジェク

トでは、同様の検査をヒトとニホンザルとで比較

することを計画した。すでに低圧実験室では、北

限のサルであるニホンザ、jレが低温に強いだけでな

く、低酸素に対しでもヒトとほぼ同じ耐性をもつ

ことがわかってきた� (Kogaetal.， 1991)。共同研究

者である名古屋大学の今井章さんの手によって、� 

2頭のニホンザルの子ども、ムギとキュー夕、の� 

教育がすすめられ、� 2頭は松林清明さんの手によ

ってついにヒマラヤの地を踏むことができたので

ある。

話を少し戻そう。� 1984年のカンチェンジュ

ンガ遠征からかえって、� 1 985年6月から� 19 

8 7年4月まで、わたしはアメリカに留学した。

その間にしだいにわたしの中で固まってきた新し

いヒマラヤ学術登山の構想は、カンチェンジュン

ガの越夏計画だった。モンスーン期にヒマラヤの

高峰で、研究のための長期滞在をする。気象学・

氷河学・高所医学 ・高所心理学の研究者が、カン

チェンジユンガのグレート・シェルフと呼ばれる

標高� 7200mの大雪原でひと夏を過ごすという

計画だ。着想を得てすぐに手を打った。� 1989 

年のプレ・モンスーン期のカンチヱンジュンガ登

山の申請である。さいわいにも仮の許可が取れた。

京都大学山岳部の若い人たちにひとまず計画をア

メリカから書き送った。

こうした大胆で斬新な企画を実現するためには、

気心の知れた仲間が、閉じ目標に向かつて、心を

ひとつにして立ち向かう必要がある。ゲマイン・

シャフトによる山登り。そこで帰国後、山岳部の

友人たちに声をかけ始めたところで、松林の抱い

ていたヒマラヤ医学登山の構想と出会うことにな

った。

⑤ヒマラヤにおける医学学術調査の構想

以下では、松林の立場からみた経緯を語ろう。

松林の方は、� 1985年に二つの遠征に参加し、

それぞれ初登頂を成し遂げて帰ぅてきた。� KUA 

Cの計画したブータンのマサコン峰と、� AACK

と同志社大学山岳部と中国との三者の合同による

ナムナニ峰の登頂である。� iわたし」という一人

称は松林をさす。� 

198 7年2月� 10日からカナダのレイクlレイ

ーズにおいて、第� 5回国際低酸素シンポジウムが

開催され、京都から中島道郎、松林公蔵が参加し、

主として日中友好ナムナニ峰合同登山隊の医学部

門の調査でえられた知見を中心に発表した。日本

からは他に、千葉大学グループ、信州大学グルー

プ、東京女子医大の橋本しおり氏、神奈川成人病
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センターの堀井昌子氏等が参加していた。

シンポジウムのハイライトは、エベレスト登頂

にシミュレートした巨大な低圧実験室における生

理学的所見の報告であった。いわゆるOperation 

E咽おtllである。� 1981年に実際のエベレストで

主に附及代謝の研究を行ったM侭� EEの知見と対比

しつつ報告されたope雌∞�  Ev巴rest IIの所見は、

その規模の壮大き、方法論の厳密さなと守からいっ

て、超高所低酸素環境下における人体の呼吸・循

環動態のすべてを解決するかに見えた。 しかし、

この巨大な低圧室で行われた生理学的実験をもっ

てしでも、人体の低酸素)11鄭5に関するメカニズム

にはまだまだ未知の部分が残されていた。そして

細部にわたっては、フィールドと実験室との環境

のちがいも指摘された。確かに、低圧実験室は低

酸素環境のみはエベレストにシミュレー トされて

いたが、やはり高所滞在とはさまざまな条件で異

なるのである。 しかしこれらの報告は、 その構想、

組織力、研究方法の厳密性などにおいて、われわ

れに深い感銘を与えずにはおかなかった。

日本人による医学学術を目的とした調査隊の構

想がわたしの脳裏をよ ぎりだしたのはこのころか

らである。

カナダから帰国して、京都の斎藤惇生、中島道

郎の両先生とも相談し、ただちに千葉大学の増山

氏、女子医大の橋本氏と会談を持った。当初わた

しは、医師を中心とした小規模な学術登山隊を構

想していたが、通常の遠征隊に準じた組織と運営

方法は持つべきであると考えていた。一方、 千葉

大学の見解は、 登山は下げて純粋な文部省科学研

究費のみの調査隊でゆこうというものであった。

純粋な文部省科研だけにたよるとなると、①参加

者が教官などの大学関係者のみに限られること、

②資金的に苦しくなること、 ⑨童征隊としての組

織が弱くなること、 笹津備段階での実務面の運用

がむずかしいことなど、問題点は少なく なかった。

それにもまして、文部省寺判庁による隊の最大の問

題は、科研審査に通らなければ障が出せないとい

う点であった。 数回の会談で内容は必ずしも煮つ

まらなかったが、昭和� 63年度文部省科学研究費

の申請締切は目前に追っていた。とにかく だめで

もと もとだから、申請だけは出そうという機運が

つよく、千葉大学側は、研究代表者と して高所肺

生理の世界的権威である本田良行教授を推薦して

きた。 わた したちは、本田教授ともお会いし、と

りあえず京都からは、 生理学教室の遠藤克明助手

とわたしが研究分担者と して参加するこ ととし、

調査地域はエベレストのベースキャンプ周辺と し

て、科研費申請書が提出された。科研費申請が通

らなければ官十函は成り立たない現状では、 とにか

く審査結果を待つよりほかに、準備のしょうもな

かった。登山を取り下げた予備的調査なので、 審

査結果が出てから準備に入っても遅くはないとい

うムードがつよかったこと も否めない。

科1iJf審査の結果が出るまでのあいだ、わた し自

身の中での医学学術登山構想はかなりの修正を迫

られるようになっていた。医学学術をその日的の

中心に据えていても、通常の遠征隊の人員を組織

し、必ずしも科研審査の結果には左右されない態

勢をつくる必要がある。その場合、隊を送り出す

母体となる組織が必要である。 そこには、他大学

の研究者が多数参加することは問題ないが、少な

くと も核となって動くメンバ は、有機的に連動

できる態勢でないとうま くいかない。日本登山医

学研究会は会の性格上、会と して遠征隊を出せる

よう な組織にはなっていない。千葉大学高所生理

学グループは、学問的には トップレベルにあるが、

遠征隊を自前で組織した経験はない。その点で京

都大学には、 多くの遠征隊を派遣してきた豊富な

経験と数々のフィールドワークを創設していった

伝統がある。何とか京都大学を中心として、 医学

学術に関するフィ ールドワークを展開できる札織

を創れれば最良である。しかし当時、わたしは高

知医科大学に席を置いており、 そのよ うな車比識を

京都に創れる状況にはなかった。

このようなことを考えている内に、� 1987年

も暮れを迎え、結局、この昭和� 63年度海外宇都f; 
研究の科研申請は受理されなかった。

医学宇都j調査計画iが科研の審査結果待ちで頓挫

している頃、松沢は、京都大学山岳部出身者の同

期生.を中心として、ネパールヒマラヤのカ ンチェ

ンジュンガに遠征隊を送る構想を持っていた。当� 
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時、松沢は、学術よりも登山を優先させるカンチ

ェンジュンガ計画のメンバーを打診しつつあり、

一方わたしの方は、医学学術が頭にありすぎて、

医師以外の登禁メンバーの重要性をあまり認識し

ていなかった。その松沢から久しぶりに一本の電

話が入ってきたのは� 198 7年の初秋のことであ

る。松沢の構想を聞き、わたしの考えと現在の医

学学術計画の現状を述べるうちに、両方の構想が

合体すれば道が大きく開けることを相互に確認し

あった。

松沢のメインテーマは、京都大学山岳部出身者

を中心とした最も気心のしれたメンバーで、� 80 

OOm峰を舞台とした研究計画によって新しい登

山のパラダイムををめざす遠征隊を自分たちの手

で最初から組織し、最後まで完遂するというもの

であった。一方、わたしの方のテーマは、登挙と

同時に低酸素に関する医学研究をおこなうことで

あり、各分野の専門家を必要とする研究上の要請

から、参加者は京大山岳部出身者に限定せず広く

門戸を聞くというものであった。この両者の合体

は、まさに臼n:insct凶とG儲Isc凶丘の統合といえる。

これ以後計画は急ピッチで具体化してゆくことに

なる。

⑥京都大学ヒマラヤ医学学術登山隊の成立

松沢、松林が中心となって、京都大学山岳部時

代の同期生や下級生に計画への参加を呼びかけた。

たまたま医学部出身者の多い年代でもあった。カ

ラコルムのK1 2峰に初登頂後遭難した故高木真

一君が、医学部の学生であり、それらの世代のま

とめ役でもあった。ただし彼の死後、うち続いた

遭難のせいもあって、求心力を失っていたといえ

る。松林公蔵(高知医科大学老年病科)、瀬戸嗣

郎(島根医科大学小児科)、出水明(当時、大阪

大学麻酔科)の� 3人は、山岳部時代の同期生であ

る。� l期下に平田和男(当時、京都大学心臓外科)

がいた。この� 4人の医師が医学学術登山隊の核に

なると考えた。

松林をはじめ核となる医者グループのほかに、� 

8000mの学術登山を実現する同志が必要だ。

松林らの� l期上の松沢哲郎(京都大学霊長類研究� 

所)と河合明宣(京都大学農学部)、� 2期下の古

川彰(中京大学社会学部)、そして松林、瀬戸、

平田の合計� 6名が、ただちに京都で会合を持ち、

以下の事項を確認した。� 

(1) 1989年おそくとも� 1990年に� 800 

Om峰を対象とした医学学術登山隊を組織する。

原則として、研究者自身が被検者となり、登頂の

過程であらゆる角度からの、超高所低酸素下にお

ける生理学的研究を行う。また同時に、高所住民

に関する疫学的研究をあわせて実施する。� 

(2)対象山域は、大量の医療機器をベースキャ

ンプまでトラックで搬入可能なチベット側とし、

候補は、目的からして登撃が比較的容易な、シシ

ヤパンマ、チョオウユーを考える。� 

(3)メンバーは、京大山岳部出身者を原則とす

るが、医学研究者については、必要な専門家に参

加を要請する。� 

(4)予備的検討として、� 1 988年度に、名古

屋大学環境医学石庁究所の低圧実験室で急性低酸素

暴露に関する生理学的研究を重ねる。� 

(5)予備調査の目的で、平田和男、神園泰比古

の2名を、日本山岳会の主宰する� 1988年の

日・中・ネ三国合同チョモランマ登山隊に派遣す

る。派遣について、この日本山岳会隊への参加が

すでに決まっていた先輩の斎藤惇生に推薦を依頼

する。� 

(6)学術登山隊の運営は、通常の遠征隊に準ず

るが、文部省科研を始め、厚生省、民間研究補助

金を交付されるよう最大限の努力をする。

(7)隊長問題、隊の構成、研究計画の立案、外

交折衝、等の問題は今後協議してゆく。そのため

に、月に� 2回程度の定期会合を京都でもつことと

し、本計画に参加したい希望を有する者は、誰で

も"隊員候補"の資格で所用の任務を分担する。

決定事項は、"隊員候補"全員の賛同をえること

を原則とする。� 

(8)本研究計画は永続的に発展させるべきで、

そのための学講f誌の創刊なども考慮する。

以後、松沢、松林、瀬戸、河合の� 4名が実務責

任者としての任にあたることとなった。ここに、

京都大学ヒマラヤ医学学術登山隊は未熟なかたち
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ながら、その成立をみたのである。� 

⑦ASHとシシャパンマ通信

京都大学ヒマラヤ医学学術登山隊のもつ展望は、

従来の京大の山登りとは大きく異なっていた。①

登山そのものではなく医学学術研究の方が優先す

る計画であり、②1回限りの登山でなく、長期的

な展望のもとに継続性を必要とする計画であるこ

と、③今回の登山対象が未踏峰ではない。こうし

た点で従来の京大の遠征隊とは基本的な姿勢を異

にしており、そもそもヒマラヤの未踏峰への遠征

を目的として結成されたAACKの主旨とは異な

っていた。

したがって、メンバーの中にはAACK会員が

少なくなかったが、ヒマラヤ地域の学術研究を推

進する母体となる組織として、� AACKとは別に

京都大学ヒマラヤ研究会(百leAssociation for the 

S阪 liesofHimalayaKy'冊� Unh倒� ty，略称、はASH)を結

成した。したがって、この計画は、� ASHという、

ヒマラヤを医学学術研究のフィールドとして開拓

していこうという若い力によって推進されてきた

ものである。

ヒマラヤ医学学術登山の計画を推進したASH

の名のもとに、� 1969年.1 970年入学の京

都大学山岳部出身者を最年長として、それ以後の

回生からほぼまんべんなく現役までも含む有志が

集まることになった。もとよりお金のない集まり

である。各人が、初動金として� 10万円(大学院

生、学生、若い会社員は半額)を持ち寄り、とり

あえずの運営費とした。毎回の会合のための旅費

もまた自弁である。� 

ASHの名のもとに、集まってきた有志で計画

が検討され、� 1987年� 11月22日には、はや

くも最初のアプリケーション・フォームが作成さ

れた。� r京都大学チベットヒマラヤ医学学術登山

隊」の名のもと、� 1989年のプレ・モンスーン

期にシシャパンマの登頂と医学学術研究をめざす

隊で、①8000mの超高所における循環・呼

吸・脳代謝・神経系の順化機構の比較生理学的研

究をおこなう。②サルを対象とした比較生理学を

はじめ、心理学・文化人類学・気象学・氷河学な

どの、医学を中心とした学際的な研究をおこなう、

という目的を掲げた。総隊長として、京都大学教

授を予定し、松沢哲郎を登山隊長、松林公蔵を学

術隊長、河合明宣を秘書長、瀬戸嗣郎、出水明、

平田和男、古川彰ら、医者ならびに大学教師をメ

ンバーとする隊員総数20名の隊である。当初の

総予算は、� 7461万円だった。最終的には、現

地参加の日本人隊員の総数32名となったが、隊

の骨格はこの時点ですでに形成されていたといっ

てよい。

松沢・松林の両名が呼びかけて、第� l回の会合

を京大会館でもったのは� 1987年の� 12月9日

だった。参会者は次のとおり。顧問として、斎藤

惇生、中島道郎、西山孝の3名。以下、河合明宣、

松沢哲郎、松林公蔵、瀬戸嗣郎、出水明、平田和

男、神園泰比古、古川彰、榊原雅晴、門田勤、月

原敏博、富永浩三、足立みなみの� 13名である。

精神神経科の技官で山の好きな足立みなみを除い

て、全員が京大山岳部KUACの出身者である。

その後、何人もの人々が、各人の自発的意志に

よって参加を表明された。顧問格で参加している� 

50歳台後半の2人の医師、斎藤惇生と中島道郎、

を除けば、最年長のj可合明宣� 39歳から、当時山

岳部の� 2回生だった藤田耕史� 19歳まで、それで

もかなりのひろがりをもっ。さらに不都合なこと

に、隊の中核となる松沢、松林、瀬戸、古川とい

ったメンバーが京都でなく、遠く離れた隔地にい

た。どうしてもコミュニケーションがうまくとれ

ない。ゲマイン・シャフトの山登りをするという

目標から振り返ると、はなはだ心許ない状態だ、っ

た。そこで、土生象をシシャパンマに定めた時点で、

「シシャパンマ通信」というニューズレターを作

ることにした。第� 1号は� 1987年� 12月22日

発行。その後、� 1 98 9年� 12月6日の第� 16号

まで、ほほ� 1カ月に� l回のペースで通信が発行さ

れた。シシャパンマ通信は、遠隔地にいて毎回の

会合に参加できなかった者にとっては全体の情報

を得る唯一のメディアであり、構想の何が満たさ

れ何が課題として残されているかを隊に参加する

ものすべてが相Eに確認する場であり、またシシ

ヤパンマ医学学術登山という計画の進捗の各時点� 
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における記録として、きわめて重要なものになっ

た。

シシャパンマ通信の発行・発送をはじめとして、

京都に残った者がこうむる負担と犠牲は、遠征の

立案から終了に到るまでのすべての段階において、

きわめて大きかった。とくに事務局を統括した河

合と、それを補佐して実務にあたった足立の献身

がなければ、 ASHという脆弱な基盤の上に、こ

の隊がひとつの共同体としてまとまっていくこと

はできなかっただろう。

@激長問題と対中国折衝

計画の具体案づくりが着手され、若いメンバー

はそろった。しかし、構想を実現に向けて押し進

めるにはまだまだ大きな問題が山積みしていた。

なによりも重要な課題は、任灘長の決定、②シシ

ヤパンマ(ないしチベット・ヒマラヤ)という対

象地域への入山許可の取得、③計画を実現する資

金的うらづけである。これらはすべて連動してお

り、いずれも、若い情熱だけでは解決困難な問題

である。 

1 988年が明けて、松林と瀬戸は、医学部の

先輩であり、京都大学学士山岳会の長老でもある

林一彦博士を武生のおたくに訪ねて計画の概要を

説明し、種々の助言を仰いだ。林博士には基本的

な賛同をいただいた。また、今後計画を進めてゆ

く上での指針や注意事項、隊のあり方などについ

て教えを受けた。

医学学術登山計画の趣旨からいって、隊長は京

大の現職医学部教授、それも臨床系の教授が望ま

しいというのが私たちの一致した意見であった。

京都大学山岳部出身者で現職医学部教授といえば、

京都大学学士山岳会会長であり薬剤部長でもある

堀了平教授ただひとりであるが、堀教授は 198 

5年に京都大学ブータン学術登山隊の隊長を終え

たばかりであり、ただちに新しい計画の責任者と

して動ける状態にはなかった。

私たちの希望として、本計画の隊長として最も

ふさわしい人は、人格、識見、経歴などからいっ

て、京都大学医学部登山会の顧問でもある、第一

外科戸部隆吉教授授をおいて他には考えられない。 

私たちの意向を林博士に申し述べた。とはいって

も、松林と瀬戸は、学生時代に戸部教授の講席に

つらなったことがあるだけで、講義を通じて教授

の人徳に対する尊崇の念はもっていても、個人的

に戸部教授にお願いにゆけるパイプをもっていた

わけではない。

林博士は、 戸部隊長案には深く賛同しながらも、

教授がたとえ山好きとはいえ情勢はたいへんきび

しいものがある旨説明された。戸部教授は現在京

大病院院長という激職にあるだけでなく、 199 

0年には日本外科学会会長に就任の予定であり、

かっ翌 91年には医学会総会の幹事の一人として

超多忙なスケジュールの中にいる。 一般常識的に

は、これまた多忙を極めなければならないヒマラ

ヤ遠征の隊長など、おひきうけいただける公算は

ほとんどなかった。しかし林博士は、状況はたい

へん困難だけれども、君達のためにできる限りの

努力をしてみようといわれたのである。松林と瀬

戸は、大きな肩の荷がおりたような思いで、雪深

い武生を後にした。

隊長問題と並行していま一つ重要な点が登山許

可の取得である。 1980年に中国の山々が一般

に解放されて以来、世界中から中国政府へヒマラ

ヤ登山の申請が殺到しているという。 1988年 

1月、日中合同ナムナニ学術シンポジウムの打ち

合せのため訪中した斎藤、松林が中国ヒマラヤへ

の登山申請状況を確認したところ、チョモランマ

を始めとする 8千メートル峰は、約十年先まで予

約が詰まっており、当面この 2-3年は割り込む

ことは困難であるとの返事であった。

京都大学は、 1982年にカンペンチン峰 

(728 1m)、 198 5年には同志社大学と中国登山

協会との合同でナムナニ峰 (7679m)に初登頂をは

たしており、京都大学学士山岳会と中国登山協会

の関係はたいへんよい。しかし、京都大学学士山

岳会 (AACK)はその創立以来、未踏峰の登頂

と周辺地域の学術調査を目的として今日まで活動

してきた。したがって、医学調査が目的であって

も、本隊のような既登峰をめざす登山隊は本来A 

CKKの主旨にはそっていない。したがって、 A 

ACKという組織ではなく、 AACKの諸先輩に
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個人の資格で本隊の顧問就任を要請した。

まず、 1987年末に訪中の予定があった、 A 

ACK会員であり 1986年神戸大学クーラカン

リ遠征隊隊長を務めた平井一正博士に顧問になっ

ていただいた。本隊の計画趣旨を説明し、中国に

対して、私たちが京都大学の隊と して、 1989 

年にシシャパンマ峰あるいはチヨ・ オユーへの学

術登山の希望を持っている旨伝えてもらうことを

お願いした。平井博士は本計画の趣旨に深い賛同

を示された。しかし、中国からの平井博士の返事

は、 1991年までは両山域は予定がつまってお

り割り込むのはたいへん困難である。しかし優先

順位をつけて至急申請書を提出せよ とのことであ

った。

対象山域がチベット側の 8000m峰でないと、

この医学学術計画は本質的な意味を失うことにな

る。なんとしても許可をとらねばならない。そこ

で、中国に対して強力なコネクションをもっ吉田

与和国際交流協会会長にも趣旨を説明し、顧問へ

の就任と対中国折衝についての格別の協力をお願

いした。吉田氏もこの計画に賛意を示され、私た

ちの要求を了承された。その結果、ナムナニ登頂

記念植樹のため訪中が決まっていた四手井網英元 

AACK会長を団長とし、以下、岩坪五郎 AAC 

K副会長(本隊顧問)、 吉田与和顧問に松沢、松

林、瀬戸、河合を加えた正式交渉団が 1988年 

3月 19日から 23日までの 4日間の予定で、北

京を訪れ、中国登山協会と直接交渉にあたること

が決定した。

北京でのまる 3日間の交渉の過程で、中国登山

協会の事務レベルの態度は一貫しており、この両

山域については 1991年までは先約があり、 京

都大学の長期にわたる登山期間を保証することは

困難であるとのものだった。前途の聞かれない交

渉の疲労が濃くなった最後の目、史占春中国登山

協会主席と四手井団長、吉田顧問のトップ会談が

おこなわれ、 1990年プレであれば、シシャパ

ンマ峰はチェコスロパキア隊と競合するが、互い

に時期をずらせることで京都大学の入山を認めよ

う、との中国側の最終的意向が伝えられた。

私たちはこの最終提案を受諾し、 シシャパンマ

峰に、 1990年本隊、 1989年プレは登頂を

めざさない予備調査隊を派遣するということで基

本的合意が成立 した。 ここに、四手井団長を立会

人と し、松沢、松林の連名で仮議定書を取り交わ

し、隊長が決まりしだい正式の議定書の調印をす

ること、 1990年プレに競合するチェコスロパ

キア隊との具体的調整は今後のi課題として検討す

るということで会談を終えた。 

3月23日AACKの理事会に本隊を代表して

河合が出席し、隊の成立ーから仮議定書取得に至る

経過報告を行い AACKの協力を要請した。医学

学術研究のための登山という本隊の主旨に対して 

AACKの理事諸兄から賛同の声が寄せられた。

本隊の「母体」およびAACKとの関係、主催す

るのか後援するのか派遣協力するのか、について

は、今後さらに検言けること となった。 

⑨ASHから AACKへの計画の移譲

本計画は、京都大学山岳部出身の OBたちによ

って企画 ・運営されてきた。しかし、その目的が

登山そのものではなく医学学術であり、長期的な

継続性を必要とし、既踏峰をめざすという点で、

ヒマラヤの未踏峰への遠征を自的として結成きれ

たAACKの主旨とは異なっていた。そこでメン

バーはヒマラヤ地域の学術研究を推進する組織的

母体として、 AACKとは別に京都大学ヒマラヤ

研究会 (ASH)を結成し、 ASHを母体に計画

が推進されてきた。四出井綱英、近藤良夫といっ

たAACKの歴代会長も顧問として出席いただい

た、 198 8年 3月6日の第 2回全体会議の席上

でも、 当面は AACKとは別の組織で計画を進め

ることとした。

しかし、隊長問題や募金の規模等から考えると、

数々の遠征隊を送ってきた伝統を有する AACK

の力を借りずに、 ASHという社会的にはまだ認

知されていない組織を基盤に、 これほど大きな計

画を運営してゆくことは不可能に近い。事実、こ

れまでの経過から 言って、 AACKの諸先輩の大

きな援助があったからこそここまでこれた。これ

からさき車 L織母体として ASHのみで運営してゆ

くか、 AACKとの共催とするか、 AACK主催 
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の隊とするかなどについては、隊の内部でも、� A 

ACKのほうでも検討を重ねた。

当時AACKでは、われわれのシシャパンマ計

画の進展と平行して、� 1988年夏のコンロン計

画(中島暢太郎総隊長、能田成隊長)が進んでお

り、コンロン隊は出発を目前に控えていた。� AA 

CK内部にも、本計画の主旨からいって全面的に

協力はするが、� AACK主催の遠征隊としては適

当でないとの意見も少なくなかった。しかし、� 

rAACKすなわち未踏峰主義ではない。つねに

学問的な新しさを心がけてきた」という林博士の

意見などから、既登峰への登山ではあるが医学学

術的フィールドを新たにヒマラヤに求めるという

本隊の主旨は、� AACKの設立主旨と必ずしも矛

盾するわけではないので、組織づくりのノウハウ

を学ぶことも含めて、� AACK主催とする方向で

前向きに検討することが確認された。� 5月29日

に聞かれたAACK理事会に、シシャパンマ隊を

代表して中島道郎、松沢、松林が出席し、隊の主

旨説明をした。その後、理事たちによって討議が

おこなわれ、本隊のAACK主催が決定された。

ひきつづきおこなわれたAACK総会で、堀会

長はじめ会員各位の賛同をえて、ここにシシャパ

ンマ隊のAACK主催が正式に決定したのである。

一方この数日前の� 5月� 15日、突然、梅里雪山遠

征計画が探検部から持ち込まれAACK内で浮上

してきた。この梅里雪山計画は、京都大学探検部

が企画して中国登山協会との交渉がすでにすんで

いたが、隊員の確保などの点から暗礁に乗り上げ

ていた。中国雲南省の未踏峰、梅里雪山� (674 

um)の初登頂をめざす登山計画である。岩坪五

郎副会長を窓口として、� AACKに対してパック

アップの申し入れがおこなわれてきた。

この総会では、シシャパンマ隊と同時に梅里雪

山隊も� AAC'Kの主催が決定された。したがって� 

AACKでは、� 1988年夏のコンロンに続き、� 

1 988年冬から� 1989年春にかけて梅里雪山、� 

1 9 9 u年春にシシャパンマと� 3つの計画が続く

ことになった。すでに出発も近いコンロン隊は別

として、シシャパンマ隊よりも遅れて計画された

にもかかわらず、出発の方は間近に迫っている梅� 

里雪山隊については、シシャパンマ隊も全面的に

協力することを約束した。

制� S隊長決定と文部省科学研究費申請

登山の時期と許可の問題および計画を推進して

ゆく組織上の母体は一応のめと守が立った。しかし、

計画を効率よくかっ具体的に押し進めるには、ど

うしても総責任者となる隊長の決定が必要であっ

た。隊長問題については、京都大学医学部外科学

教室のOBである林一彦博士と� AACK会長堀了

平教授の連名で、京都大学第一外科、戸部隆吉教

授に対して本隊隊長就任への最初の打診がおこな

われていた。

しかし、戸部教授の意向は、ご自身超多忙なス

ケジュールにあるうえに、このような大遠征隊の

重責を担うことは、単に山が好きであるというだ

けの自分の任ではないとのことであった。だが、

林博士と堀教授からの説得工作は根気よく続けら

れた。われわれが構想していた学術研究のための

登山では、本隊の隊長は、同時に、文部省科学研

究申請の研究代表者にならねばならない。隊長問

題が決定をみないままに� 5月に入札� 1989年

度の文部省科学研究申請締切時期がまじかに迫っ

ていた。

たしかに、隊長の決定というような大きな問題

となると、山岳部の諸先輩に動いていただいてい

る以上、私たち若手が直接に動ける局面は多くな

い。しかし、私たち自身ではまだ戸部教授に直接

アプローチしていない。最後の手段ではあるが、

私たちから戸部教授に直訴してみて、どうしても

不可能ならまた別途の道を考えようという機運が

高まってきた。この旨、林博士の了承をとりつけ

て、戸部教授と接触できる機会をさぐった。手術、

回診、講義、会議、講演、出張、などなど、当時

京大病院長である戸部教授のスケジュールはまこ

とに超多忙をきわめており、どの時点で接触可能

なのかすらつかみにくい状態であった。ちょうど、� 

5月� 14日に東京で全国国立大学医学部長 ・病院

長会議がおこなわれることを知った。この機会を

おいてほかにないと考え、松林が代表して東京都

市センタ ピルに赴いた。昼食後のわずかの一時
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期をとらえ、戸部教授にお目にかかることができ

た。隊の主旨をあらためて説明し、この計画には、

京大医学部出身の医師を中心とした若者たちが2 

0名ほど結集し、隊長の決定を熱い思いで待って

いることを訴えた。

戸部教授は最初、若干の遼巡があられたようだ。

やがて、ご自身の立場上の制約を述べられたうえ

で、 「若者たちの夢をかなえるためならば、でき

るだけのことはやってみよう jといわれたのであ

る。文部省科研の研究代表者となることも了承さ

れた。以後、このヒマラヤ医学学総f登山計画は急

速な早さで進み出すことになる。

戸部教授との会談の結果をうけて、前AACK

会長の近藤良夫名誉教授をまじえた、林、堀、戸

部会談がおこなわれ、戸部教授に隊長就任をお願

いすることになった。説明役として松林と瀬戸が

陪席した。戸部教授は「若者たちの夢を実現する

ために微力を尽くしてみましょう Jと、隊長の件

を基本的に了承された。

さらに 5月 29日の AACK理事会および総会

での主催決定をうけて、 7月 1日にはAACKよ

りシシャパンマ隊の総隊長として、戸部教授に対

して正式の依頼がおこなわれた。この会談には、

堀教授、四手井名誉教授、近藤名誉教授、林博士

が出席した。戸部教授は快諾され、ここに正式に

戸部総隊長が誕生をみるのである。戸部総隊長の

特別顧問として、林官博士、堀了平教授が就任

する。同時に、チョモランマから帰国したばかり

の斉藤惇生博士の副総隊長(登挙担当)と中島道

郎博士の副総糠長(学術担当)就任が決定された。 

7月 10日には、隊員懇親会がもたれた。会は、

この隊の成立に対して最初から惜しまぬ援助をい

ただき、特別顧問に就任していただいた林博士の

挨拶で始まり、四手井名誉教授の乾杯、の音頭へと

進み、全員で前途を祝して乾杯した。歓談の合問、 

AACKを代表して岩坪副会長よ り挨拶があり隊

員候補者の自己紹介、顧問の教授障の挨拶など、

ヒマラヤ医学への夢を膨らませた宴はいつ果てる

ともなく品売いた。

就任の挨拶の中で戸部総隊長は 「研究者にとっ

て、夢をもつことがなによりもまずたいせつだ。

この計画には大きな夢がある。その夢を a緒にか

なえたいと思う。わたしもまた隊の一員として、

高所医学の勉強をしてゆきたい。 Jと語られた。

名実ともに、 「京都大学ヒマラヤ医学学物f登山隊」

は確かな一歩を踏み出したのである。

戸部総隊長内定の報をうけた 5月段階で、松沢、

松林、瀬戸、平田、台川、足立が京大に集ま り、

締切まじかとなった文部省科研申請書を徹夜で起

草した。さらに、公式の計画書の作成も急がなけ

ればならなかった。

従来のAACKの遠征隊の場合、その中心とな

るメンバーはすべて京都に在住している。しかし

この隊の特徴は、中心メンバーが京都に少ないこ

とである。京都にいる河合、平田、足立らには必

然的に重い負担がかかった。また中心メンバーの

平均年齢が高いこともあって、その多くは職場で

は多忙な中堅の立場にある。しかし、個々の隊員

たちは、この隊の実務を最優先の課題として動い

てきた。したがって、京都で月 2回程度を定例と

する隊員会議は効率よく進めなければならない。

医師である隊員たちは、全体の隊員会議とは別に

定期的に医学研究会議をもち、研究計画を立案し

ていった。土曜、日曜はほとんどその実務に充て

られた。高知の松林、島根の瀬戸らにしてみれば、

土曜から日曜にかけて京都で医学学術登山の仕事

をし、日曜日の深夜、空港近くの常宿に入札 翌

日の一番使で任地へ戻るという生活が何ヵ月 も続

くことになる。しかし、それはけっしてつらく嫌

な生活ではなかった。なぜならば、自分たちの夢

を実現するためのものだったからである。

⑪低圧実験、

こうした準備と平行して、より研究に密着した

準備も進められた。名古屋大学環境医学研究所を

借用しての低圧実験も順調に重ねられていった。

第 6部門の木田光郎助教授を対応者として、 19 

8 7年 12月 16日を初回として、ほぼ 2カ月に 

l回の割りで低圧実験が続けられた。なんと言っ

ても、サルをヒマラヤへというのは、今回が初め

ての試みとなる。そこでニホンザルを被験者とす

る低圧実験が慎重に繰り返された。これと平行し  
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て、隊員が被験者となる倒王実験をおこなった。

⑫人文班

医学班と共同の歩調をとって、人類学・社会学

的視点から高所悶矢の生活を捉えようとする人文

班も形成された。人文班は河合を中心として古川、

月原が担当し、医学班と行動をともにして高所民

族の生活様式、経済状態、家族構成、自然環境な

ど、医学的背景となる部分を、それぞれの専門的

立場から調査しようというものである。河合らは、 

AACK会員であり京都大学人文科学研究所の谷

泰教授の教えを受け、毎週、人文班セミナ をひ

らいては研究を重ねていった。

⑬総隊長のしごと

京都大学ヒマラヤ医学学術登山隊の総隊長に就

任してからの戸部教授の動きはすばやしかっ精

力的なものだ、った。総隊長は、毎月 2回開催され

る隊員会議、医学会議にもほとんど欠かさず出席

され、若者たちの討論に耳をかたむけては案件を

決裁してゆかれた。また、東京に出張するたびに

文部省を訪れては、本計画の学術研究としての意

義を説明し文部省科学研究費申請への理解を要請

した。また、当該分野の研究者ともたびたび、会合

し純粋学術的立場からの理解をもとめた。

ヒマラヤ地域をフィールドとした医学研究を長

期的な展望にたって継続してゆくうえからも、文

部省科学研究として認知されることは、十分条件

ではなく必須条件だったからである。 1988年 

7月8日、戸部総隊長の意をうけて、松沢が、衆

議院議員橋本龍太郎氏に面談して協力を要請した。

橋本氏は、日本山岳会会員でもあり、登山計画と

しても医学学術計画としても、たいへん興味を示

され支援を約束してくださった。 7月 13日、橋

本氏の紹介と戸部総隊長の挨拶状を持参して、厚

生省の審議官(科学技術担当)寺松尚氏に松沢、

松林が面談して、厚生省からのご支援をお願いし

た。シルバーサイエンス計画に依拠した研究費の

助成が、本研究計画に認められたのは、こうした

方々の強い支援があったからである。さらに、文

部省、厚生省、外務省、に対して戸部総隊長名で

正式の後援依頼申請書が提出された。 

さらに 1988年 10月 6日から 3日間の予定

で、戸部総隊長、林特別顧問、堀特別顧問、斉藤

副総隊長、松林、瀬戸の 6名が、本隊代表として

北京を訪れ、議定書の調印に臨んだ。岩坪教授、

左右田教授、井上次郎がこれに続いて梅里雪山隊

の覚書調印式のため訪中し、吉田与和顧問が両隊

兼任で交渉にあたった。 

⑭ 8 8年度・ 89年度文部省国際学術研究 

1 988年 10月初旬、 1 989年度科研審査

の経過が文部省より戸部教授のもとに伝えられて

きた。それによると、ヒマラヤにおける医学学術

を目的とした科研申請が京都大学以外に千葉大学、

筑波大学からでており、審査の時点では互いに競

合する格好で評点を分けあい、いずれの申請も基

準点に達せず、このままであれば申請書の受理が

困難な状況であるとのことであった。この報を受

けた戸部総隊長と松沢は、ただちに文部省におも

むき善後策について打診を重ねた。各レベルの意

見では、おのおの基準点には満たなかったものの、

学術テーマ自体は多くの審査員から高く評価され

ているので、比較的研究内容の類似している京都

大学と千葉大学がテーマを緊急性のあるものに絞

って組織的に一本化できれば、再審査の過程にお

いて 1ヶ年に限った緊急特枠措置ではあるが、再

浮上できる可制空もあるとの感触を得た。

これをうけて、千葉大学の研究代表者である本

田良行教授と戸部教授の協議がもたれ、テーマを

慎重に分担しながら研究組織として両大学を一本

化し、これまでのいきさつからして戸部教授を研

究代表者とすることで合意が成立した。早速、申

請書をその方向にそって書き改め、戸部、本田両

教授がそろって文部省を訪れ再申請の手続きが行

われた。後日、審査の結果、本申請は正式に受理

され、 1988年度、 1989年度ともに、単年

度の緊急特枠として、戸部隆吉を代表とする科学

研究費の申請が採択された。 Iチベットヒマラヤ

の極低酸素下における人体例臨E機構に関する総

合的研究、課題番号: 6 3 041 162、 010 

41060Jである。それにともない「京都大学

ヒマラヤ医学学術登山隊」は、文部省国際学術研

-37-



京都大学ヒマラヤ医学学術研究計画:第 3次隊・シシャパンマ医学学術登山隊報告 (松沢，松林)

究(海外学術研究)による研究として、登山を目

的とした初めての海外学術調査として、認知され

ることになった。

⑮中国則共同研究組織と上海生~-'li丹究所

この医学学術登山隊は重要なテーマとして、チ

ベット高所住民の疫学調査を含んでいる。したが

って、外国の地で外国人を調査するのであるから、

当然のことながら医学研究組織としての中国側カ

ウンターパートが必要である。 一方、シシャパン

マ登山を行う以上、その窓口は中国登山協会であ

る。どのような組織を共|吉}研究の相手とするかに

ついては、登山協会と医学研先組織との間の微妙

な関係もあって簡単に決められる問題ではなかっ

た。

松林と河合は、 1988年 7月 16日、 「ナム

ナニシンポジウム」参加のため来日した中国科学

院の劉東生教授に吉田顧問を介してお会いした。

その場で、中国側医学共同研究組織の選定につい

て、最初の打診をおこなった。劉教授からは、自

分は地質学者なので直接お手伝いする部分はない

ようだが、シシャパンマ計画については、その意

義と目的に対して高く評価するので、心当たりの

方面にあたってみようとの答えであった。後日、

劉教授から推薦するf邸誌として伝えられたなかに

は、中国科学院ヒ海生理研究所、西安軍医大学、

中国体育運動委員会体育科判庁究所の名前があげ

られていた。この問題は日本でだけ協議すること

でもないので、秋の総隊長訪中時により深くつめ

る懸案とされた。

一方、劉教授から本計画のことを伝え聞いた上

海生理研究所、低酸素生理部門の寧学寒教授は、

きわめて迅速に中国登山協会と連絡をとり、 医学

共同研究者として自薦してきた。 総隊長訪中時に

は、留学中の米国から急ぎ戻 り、中国登山協会と

も話をつけたうえで、北京に待機していた。この

ような状況から、われわれは医学共同研究組織と

して上海生理研究所を第一イ長補とし、研究計画の

詳細と条件に関する協議は後日おこなうこととし

て、いったん帰国した。 

1 2月23日、松林、瀬戸、の 2名はあらため

て上海生理研究所と研究内容の詳細を協議するた

め上海へ、また同時に、中国登山協会とこの問題

を協議するために河合が北京へ飛んだ。上海には、

登山協会の王鉄銘交流部長と李叙平医師が既に到

着してわれわれを待っており、彼らを含めてただ

ちに寧教授との実質的協議に入った。中国側医学

共同研究者にわれわれが望む点は、医学疫学調査

の保証とサルの通関の 2点であり、それに対して、

応分の費用と中国側の研究に関しての協力は提供

するというのがわれわれの基本的立場であった。

寧教授はわれわれの要求事項はすべて了承したが、

上海の側の要求は、ヒマラヤ現地で高所医学研究

をおこなうことよりも、上海生理研究所の低圧実

験室を作動させての実験的研究が主体であった。

またそれに要する費用と 日数は莫大なものであり、

にわかに決済できる範囲をはるかに越えていた。

したがって、この条件ではこちらとして受諾困難

な状況であることを伝え、いますこし互いに歩み

寄る方向で今後協議を継続することとして、 第一

回の会談を終えた。以後文書による協議が継続さ

れたが、なかなか双方の合意点はえられずに時日

は経過していった。

おりしも、上海生理研究所の楊雄里所長が講演

のために来日した。その機会を捉えて松沢が面談

し、現在、京都大学と寧教授との交渉が難航して

いる点を述べ、所長の立場でのより高所にたった

調整方を依頼した。楊所長は上海に帰ったう えで

寧教授とも相談し双方の立場で合意できるような

案を考えようとのことであった。

これをうけて、 1 989年 3月 2目、松沢、瀬

戸の 2名が交渉のため再度上海を訪れた。これま

で寧教授が単独で応対していたこの京都-1::海共

同研究計画を、楊所長の意を受けた謹徳培副所長

が責任者としてまとめることになり、 交渉は京大

側の主張どおりに進むことになる。すなわち、疫

学調査の中央への認可申請とニホンザルの通関は

上海生理研究所が責任をもっておこなうことと し、

それらにかかる費用を京都大学は上海生理研究所

に支払うというものでった。現地の疫学調査の斡

旋は、 上海はおこなわず、この点については別途

に方策を考えることとした。ここに、本学割 ij登山 
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隊の中国側共同研究組織が実質的に決定をみたこ

とになる。

⑮ムズターグアタ峰萱頂と天安門事件

当初の計画では、 1989年 5月に本調査に先

んじて、予備調査隊をシシャパンマ山域に派遣す

る予定であった。これは、高所医学班と疫学学術

班より構成されており、高所医学班はシシャパン

マの登路の偵察と高所医療キャンプ地の決定をお

こない、同時に血液標本の採取と凍結保存資料の

搬出、医療機械の高所での作動実験などを目的と

していた。さらに疫学学術班は、高所住民を対象

とした医学・社会学的研究のための基礎的資料の

収集と現地への事前交渉を目的としていた。

そのころ、 AACKでは、 1989年 10月に

出発と決まった梅里雪山隊とシシャパンマ隊との

合同で、 198 9年 5月より募金を開始する方針

を打ち出し、そのための事務局態勢を強化する必

要が生じてきた。 5月に予備調査隊が従来どうり

の計画で中国入りすると事務局の人員が少なくな

るため、この時期の調査隊に加わる人員を削減せ

ぎるを得ない状況になった。そのため、シシャパ

ンマ予備調査隊は高所医学班と疫学学術班を時期

的に分離し、高所医学班は予定どおり 5月にシシ

ヤパンマに入札疫学学術班は 8月に同地域で予

備調査をおこなうことが決定した。

年も改まって、 198 9年 4月末に出発を控え

た予備調査隊高所医学班は最後の準備に追われて

いた。 3月末、チベット民衆の暴動に端を発した

政治的動きが中国国内でにわかに高まり、チベッ

ト自治区に突如戒厳令がしかれたとの報が伝えら

れた。戒厳令の直前にラサ入りを果たした大阪市

大の四光峰隊と愛知学院大学のシシャパンマ隊は

辛うじて入域できたものの、今春チベットで登山

を予定して川た 14隊についてはすべて登山キャ

ンセルが通達された。

われわれにとって、 90年本隊の学術成果をあ

げるためには、 高所における医療機器の作動状況

のテストをはじめとした高所医学研究のシミュレ

ーションは必須であり、そのための予備調査は欠

かすことができない。 

このような中国の政治的状況の変化をうけて、

われわれは隊員会議を急逮開き善後策を検討した。

予備調査を完遂する方策として、 2案が考えられ

た。第 1案はチベット以外の中国の山域に対象を

変更すること、第 2案は中国以外のヒマラヤ地域

を対象とすることであった。しかし、多くの医療

機器と登山装備はすでに船便で中国にわたり現在

ラサに集積されている。現実的な問題として、中

国国内でチベット以外の山域に変更する以外に方

法はなかった。その場合、問題点となるのは、こ

のような直前になって、研究と登山の両方にふさ

わしい山をどこに選ぶか、またその許可を取得で

きるか否か、そして現在ラサにある装備類をその

地域にただちに転送してもらえるかどうかなどの

点である。これらはいずれも中国国内の問題であ

る。すぐにでも、中国登山協会と折衝する必要が

ある。われわれは、変更する登山対象を新彊のム

ズターグ・アタ峰 (754舶1)と決定し、吉田顧問に

中国との緊急交渉を依頼した。この間の吉田顧問

の動きはまことにすばやく頼りがいのあるもので

あった。結局、ムズターグ・アタ峰への転進の緊

急特別許可と、予備調査隊の入山前に装備をラサ

から新彊まで数千キロの陸絡を転送するというま

ことに奇跡的な計画変更が、政治的混乱のさなか

にある中国登山協会によって了承されたのである。

こうして、間一髪の情勢下で、松沢を隊長とする 

7人の予備調査隊は、 4月 29日予定どおりに日

本を出発していった。ムズターグ ・アタ隊は、順

調に予定された医学計画をこなして、そのうえ 5

月 30、 31日の両日にわたって 5人が登頂も果

たした。高所医学班の予備調査は完全に遂行され

たのである。

ムズターグ・アタ隊が登山活動をおこなってい

るさなか、 6月4日には北京の天安門で民衆と軍

隊の衝突が発生し多数の死傷者が出たとの報が全

世界をかけめぐった。いわゆる天安門事件である。

まだ余侭のさめやらぬ戒厳令下の北京。ムズター

グ ・アタ隊の 7人は、天安門を埋め尽くした装甲

車を横目に、 中国を引き上げる最後の邦人として、 

6月 9日無事帰国した。

このような情勢にてらして、文部省は外務省の
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要請により、 1989年度に中国国内で予定され

ている海外調査を自粛するよう、 国際学術局長名

で全国の国公私立大学、 研究所に通達をおこなっ

た。これをうけて、 8月に予定されていた疫学学

術班は、チベットにおけるこの時期の疫学調査は

政治的に困難であると判断し、その調査対象をヒ

マラヤ山脈南面のネパール・ク ンブ地域に急逮変

更し所定の準備を完了した。松林を隊長とする 8

名の疫学学術隊は、 8月から 9月にかけて 3週間

にわたる予備調査も、ほぽ所期の目的を達成して

終了した。

⑫シシャパンマ隊の出発まで 

1989年秋、 1990年度から 3年間にわた

る文部省国際学術研究申請が受理されたとの吉報

が、戸部総隊長のもとにもたらされた。これは、

ヒマラヤ医学学術研究の大きな前進である。総勢 

3 2名にのぼる隊員も正式に決定した。京都では、

ぞくぞくと集積される装備、食糧、医療機器の梱

包作業に追われる毎日であった。

出発前のコントロール値をとるための隊員の医

学検査が重ねられた。 年末年始にかけては、御獄

山で予備合宿がもたれ、隊員の士気はきわめて旺

盛であった。毎日新聞、毎日放送の後援も正式に

決定した。梅里雪山計画との合同でおこなってい

た一般募金のな りゆきも、多くの諸先輩方の努力

で順調に推移した。

⑮ヒマラヤ学誌の劃斤IJ

シシャパンマ隊の出発準備を進めるかたわら、 

1989年に派遣した第 l次隊のムズターグ・ア

タ医学学術登山隊と、第 2次隊のネパール・クー

ンフ涯学学術調査隊の報告書づくりをおこなった。

従来の報告書とは異なり、 学術研究の成果の速報

だけを載せた。ヒマラヤ医学学術登山の計画立案

の当初から、報告書は、これから 10年の発展を

見据えて、学術雑誌としての体裁を整えたものと

して年 1回刊行することにしていた。

題名は、ヒマラヤ学誌 (HimalayanStudy Mono-

g柄芭)である。発行元は、 京都大学ヒマラヤ研究

会 (AS H)。古川彰を編集責任者と して、松沢、

松林、瀬戸、河合の 4名がエデイト リアル・ボー

ドに加わって、 1 990年 3月 10日、 シシャパ

ンマの先発隊の出発直前に発行することができた。

学術走期刊行物としての ISSN番号 (091 4 

-8620)は、この日のために l年前から取得

していたものである。 

1 990年 3月 11日、京都大学総長の西島安

則先生、元総長の岡本道雄先生、元総長の沢田敏

男先生、厚生省の寺松尚審議官はじめ、 諸先生、

諸先輩がご参集くださった壮行会に、ちょうどそ

の出版が間に合った。京都大学ヒマラヤ医学学術

研究計画というわれわれのプロジェクト にふさわ

しい引出物となった。白地に描かれた文字のダー

クブルーは、京都大学のシンボルカラーであり、

ヒマラヤの純白の雪と紺碧の空をイメージしたも

のである。

こうして、 シシャパンマ隊は実現した。各々そ

の研究成果は本誌の別稿に述べられている。最初

は数人の仲間の胸の内に芽生えたささやかな 「夢」

が、まことに多くの人々の努力と援助によって、

実現していったのである。

末尾ながら、ここにはお名前のいちいちをおあ

げすることのできなかったたくさんの方々に、衷

心より、御礼申しあげます。ありがとうございま

した。

付記

本僻究計画は、以 下の研究助成金を得ておこな

われたものである。文部省科学研究費国際学術研

究 (課題番号63似 1162，01041鮒，白似1047、研究代

表者・戸部陵吉)、厚生科学研究費補助金(シル

バーサイエンス研究事業、研究代表者 ・松沢哲郎)、

京都大学委任経理金(研究代表者 ・戸部隆吉)。

なお、 京都大学ヒマラヤ医学学術研究計画 :第 3

次隊・シシヤパンマ登山隊は、 文部省・ 厚生省・

外務省・毎日新聞・毎日放送の後援を得て実施さ

れた。
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